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大学院工学研究科修士課程の教育目標

1)大学院工学研究科修士課程の教育理念

科学技術に関する知的遺産を継承・発展させる一方、市民生活及び産業の発展を担う優秀な

人材を育成することによって、社会の発展と人類の福祉に貢献することを基本理念とする。

2)大学院工学研究科修士課程の教育目的

21世紀の技術者は、専門知識だけでなく、技術者としての高い倫理観を持ち、地球的規模で

物事を考えることが要求される。また、環境問題の解決や高度情報化社会への対応など、従来

の技術だけでは対処できない課題が次々に発生してきている。

このような背景のもとで、工学部及び大学院では、十分な基礎学力と幅広い応用力を身につ

け、課題探求能力とデザイン能力を持ち、優れたコミュニケーション能力を備え、自主的 ・継

続的に学習でき、国際的に通用する人間性豊かな専門技術者 ・研究者の養成を 目指す。

このため大学院修士課程では、各専攻分野において、基礎的素養を酒養すると同時に、高度

な専門知識とその応用だけでなく、広い範囲にわたる総合的な判断力を発揮できる高度専門技

術者及び研究者を組織的体系的に育成することを目的とする。

3)工学研究科修士課程の教育目標

専門的かっ先端的な高度技術を習得し、産業界などで活躍できる実践的な応用力を有する高

度専門技術者の育成を最優先の目標とする。このため、各専攻が独自の教育目標に基づき学部

教育と大学院修士課程教育とで一貫性を持つ教育カリキュラムを体系的に構築している。

。企業などの基礎及び応用技術開発部門で中心的役割を果たせる高度専門技術者を育成する。

。学部教育で学んだ専門基礎知識を発展させ、先端専門分野の技術を習得させる。

。自ら行う実験研究の中で、課題の探求と解決のプロセスを通して研究手法を身につけ、創

造性と研究計画立案の能力を育成する。

。社会人や外国人留学生を積極的に受け入れて先端技術教育を行い、国内外で活躍できる人

材を養成する。

@柔軟な教育システムにより 、社会や産業界からのニーズが高い新分野及び境界分野の教育

を積極的に行う。
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院生留
血
用
品 事項

1 授業科目の履修方法について

(1) 各専攻の授業科目は開講科目表のとおりですが、履修計画及び研究計画にあたっては所属

専攻の指導教員、授業担当教員及び教務委員の指示を受けてください。

履修手続方法については受講科目登録期間等を別途案内しますので、指示された期固まで

に手続きを行ってくださいの受講科目替録は、前学期に前学期・後学期・通年分を一括して

登録して〈ださい。 A自加益録は認められませんので、登録漏れのないように十分注意してく

主主どι

(2)外国の大学院での授業科目等の履修について

本研究科に在学中のもので、外国の大学院に留学して、そこで取得した単位を本研究科修

了に必要な単位の一部等に認定したい場合は、本学大学院工学研究科規程第 10条に定めてい

ますのでご参照ください。なお、詳細については、教務・学生支援係に照会してください。

2 シラパスについて

各授業科目の簡略な内容はこの履修案内に記載されていますが、詳細なシラパスを宮崎

大学学務情報システム「わかばJから閲覧できますので、ご利用ください。

URLはこちら→https:llwakaba.of.miyazaki-u.ac.jp/campusweb/top.do

3.成績評価について

各授業科目の成績評価は、試験やレポート等により行います。標準成績評価基準は下記の

評語と評点により、秀、優、良、可を合格とし、不可を不合格とします。なお、講義科目に

ついては、所定時間数の 75%以上出席しなければ成績評価を受けられません。

秀.評点 90点以上(到達目標を特に優秀な水準で達成している)

優:評点 89~80点(到達目標を優秀な水準で達成している)

良:評点 79~70点(到達目標を良好に達成している)

可:評点 69~60点(到達目標の必要最低限は達成している)

不可:評点60点未満(到達目標の必要最低限を達成していなし、)

4.特別欠席について

次の理由により欠席した場合は、所定の特別欠席願いを教務・学生支援係に提出し、欠席する

授業の担当教員に特別欠席を願い出ることができます。原則として、授業担当教員は欠席の補填

措置を行い、特別欠席を欠席数に加算しないものとします。

( 1 ) 忌引

父母及び配偶者にあっては 713，子にあっては5日、祖父母及び兄弟姉妹にあっては 3日

とする。

(2) 天災

必要と認める日・時間

(3 ) 学校保健安全法に定める感染症に該当するとき

医師の証明に基づく治療に必要な期間。ただし、 4週間以上の長期にわたる場合を除く。



(4) 大学で主催する文化及び体育等の課外活動で、主催大学の副学長等から正式の派遣依頼が

あり高IJ学長(教務・学生担当)が認めたとき、又は大学以外の団体等が主催するもので学長

が認めたとき。ただし、期間及び回数については制限する場合がある。

(5 ) その他やむを得ない事情があると教務委員会が認めたとき

(宮崎大学工学部専門科目履修内規第三条に準ずる)

5.修了要件について

箆主翠獲忽笈工裏金浸ι 各専攻とも必修科目を含む30単位です。なお、修了要件につい

ては、本学学務規則第76条および本学大学院工学研究科規程第 10条に定めていますので

ご参照ください。また、科目によっては修了要件に該当しない場合もありますので、履修案

内をよく読んでください。

6.学位の申請について

本研究科に所定の期間在学して学位を申請しようとする者は、指導教員の承認を得たうえ

で、本研究科委員会の定める期日までに下記書類を取り揃え、教務・学生支援係に提出して

ください。また、学位申請については巻末の「宮崎大学大学院工学研究科修士課程学位論文

審査並びに最終試験実施要項」に定めていますのでご参照ください。

・学位論文審査申請書(1部)

-学位論文(1部)

7.修士論文の合否判定基準

工学研究科修士課程における修士論文の合否判定基準は、下記の項目です。

[1]共通的な項目

1.研究の目的や課題を明確にしていること。

2.研究成果が明確に記載され適切な考察が行われていること。

3.十分なプレゼンテーション能力を有していること。

[2]各専攻による項目

専門分野の特長をふまえて、各専攻における基準が別途設定される場合がある。

8.授業料について

授業料は本学学務規則の定めるところにより、所定の期日(前学期4月30日、後学期

1 0月 31日)までに財務部財務課出納係に納付しなければなりません。なお、授業料免除

等の申請手続きについては、掲示をもって通知しますので注意してください。
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9 奨学金について

本学では、日本学生支援機構奨学金を始め、地方公共団体及び各種奨学金団体の奨学金を
取り扱っております。詳しくは学生支援部学生生活支援課へ問い合わせるか、または、宮崎

大学のホームページ (http・I/www.miyazaki-u.ac.jp/) より学生支援部のページをご覧ください
(宮崎大学のトップページ→在学生の方へ→学生支援部Webサイト→学生生活情報)。

大学院修士課程(平成 26年度の実績)

第一種 50，000円， 88，000円の中から選択

第二種 50，000円， 80，000円， 100，000円， 130，000円， 150，000円の中から選択

なお、日本学生支援機構奨学金申し込みの説明会が4月上旬に関かれます。

10.学生教育研究災害傷害保険(学研災)について

この保険は、学生の互助共済制度として、大学に在学する学生が正課中に被った種々の災

害、または通学途中やキャンパス内での課外活動中に被った災害を、救済するために設けら

れた補償制度です。大学院生は研究活動に携わりますので全員加入してください。また、イ

ンターンシップ等に参加する際には、別途、 「学生教育研究災害傷害保険付帯賠償責任保険

(学研賠)Jにも加入してください。加入手続きについては学生生活支援課(大学会館2階)

に問い合わせてください。

・学生教育研究災害傷害保険(学研災)加入費 2年間分 1， 750円

-学生教育研究災害傷害保険付帯賠償責任保険(学研賠)加入費 2年間分 680円

11.諸願届等の手続について

(1)入学時またはその後に届け出ている住所や電話番号、氏名、保証人等に変更が生じた場合

は、教務・学生支援係に通知してください。

(2) 休学・退学・復学等をするときは、所定の様式の用紙を教務・学生支援係から受け取り指

導教員に申し出てください。

(3) 学割、在学証明書、修了見込証明書、成績証明書等の交付を希望する場合は、証明書自動

発行機(大学会館1階)により交付が受けられます。

12教員免許状の取得について

入学時に高等学校教諭一種免許状(工業もしくは理科)の取得要件を満たしている者は、

本研究科所定の単位を取得し修了することにより、高等学校教諭専修免許状(工業もしくは

理科)の授与の可能性がありますので、早めに教務委員もしくは教務・学生支援係に照会し

てください。

ただし、理科の免許状については応用物理学専攻および物質環境化学専攻の学生に限りま

す。

宮崎県教育委員会への免許状申請手続きについては、 11月上旬に掲示をもって通知しま

すので注意してください。
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I 応用物理学専攻

1.教育目標

量子物理、計測物理、材料物理などの応用物理学分野、並びに応用数学分野の教育及び研究、

また、医学と連携した学問領域の開拓を視野に入れた研究教育を行う。これらの各分野の研究成

果を世界に向けて発信するとともに、将来各界における世界的研究・開発の担い手として実践的

応用カを有する高度専門技術者及び研究者の育成や博士後期課程進学を志望する人材の養成を目

標とする。更に、地域への貢献を指向して、理科教育者の養成も目標とする。

これらの目標を達成するために、学部教育との連携を重視しつつ、上記の本専攻の各研究分野、

及び電気電子工学専攻・物質環境化学専攻・医科学専攻との融合的な連携に配慮して、先端的・

学際的な専門知識に関するカリキュラムを構築している。

このため、本専攻では、基礎的素養を身につけ、高度な専門技術を習得し、広い範囲にわたる

総合的な判断力を発揮できる高度技術者及び研究者の育成を主な目的としており、以下の履修目

標を設定している。

(a)応用物理学分野、応用数学分野、医学物理学分野に関連する専門知識を修得する。

(b)科学的思考力や物理現象の体系的理解カを育成する。

(c)問題意識をもって情報を収集、分析し、主体的な姿勢を育成する。

(d) セミナー、論文等において各自の考えや成果を明瞭に伝え、真撃な態度でコミュニケーシ

ョンを図れるカを育成する。

2.ディプロマポリシー

応用物理学専攻では、大学院所定の単位数を修得し、且つ、修士論文審査と最終試験において、

学術研究の取組状況と研究成果から、下記の高度専門技術者としての能力を身につけたことが確

認された合格者に対して修士課程の修了を認めると同時に、修士(工学)の学位を与える。

(1)応用物理学分野、応用数学分野、医学物理分野の専門的な知識と技術

(2)課題を見出し、それを解決する実践的な応用カ

(3)協調しながら研究を進めるためのコミュニケーション及びプレゼンテーション能力

(4)技術者としての責任を理解し、グローパリゼーションに対応する能力

3.カリキュラムポリシー

応用物理学専攻では、その教育理念に基づき、数学、物理学、および医学物理の応用能力を習

得し、応用物理学分野を初めとする 21世紀の先端技術に貢献できる人材を育成するため、以下

の方針に基づいてカリキュラムを編成し、教育を実施します。

[教育課程の編成の方針]

(1)文献検索や調査・研究を通して、グローパルな視点から問題点を見出し、実践的な応用カ

を獲得させるため、すべての学生が履修する科目として特別セミナーおよび特別研究を設

置します。

(2)科学技術者として、社会に対する役割や経営感覚および倫理観を身につけるためにMOT

関連科目を設置します。

(3)学生がこれらの科目区分から、興味ある分野について高度な専門知識を主体的に学習でき

るようにするため、量子物理、材料開発、計測物理、医学物理および太陽電池関連の 5分野

に重点を置く履修モデソレを設置します。
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[実施の方針]

(4)各科目について、履修モデル、教育目的、教育目標、授業計画、成績評価基準、成績評価方

法をシラパスに明示し、印刷物の配布およびホームページにより周知します。

(5)成績評価は、成績評価基準、成績評価方法に基づき幻覚な評価を行います。

4.応用物理学専攻の履修モデル

以下の5種類の履修モデ、ノレが考えられるが、指導教員と相談の上、別のモデ〉レを設定すること

もできる。

履修モデル 各モデルに関連の深い科目

量子物理工学に
原子核物理学、量子力学特論、ハドロン物理学、低エネルギ一分子物

重点を置くモデ
理学、核融合プラズマの原子過程、天体物理学、宇宙物理学特
論、高エネルギー天文学、一般相対性理論、環境流体力学、粒

ノレ
子物理学特論

材料開発工学に 半導体物性特論、固体物理学、ナノ特構論造、光電変換デバイス工学、無機材
重点を置くモデ 料化学特論、先端半導体デバイス 量子力学特論、薄膜結晶成長工
ノレ 学

計数物理工学に
非線形科学概論、離散カ学系、非線形力学系、固有値問題特論

重点を置くモデ
非線形偏微分方程式序論一般相対性理論、天体物理学、宇宙物
理学特論、高エネルギー天文学、環境流体力学、計算流体力学

ノレ
量子力学特論

医学物理学に重 生体構造学概論、生体機能学概論、病理・病態学概論、基礎細
点を置くモデル 胞生物学、原子核物理学、核医学基礎論、量子力学特論、ハド

ロン物理学、粒子物理学特論、非線形力学系

太陽電池関連分 半導体物性特論、固体物理学、ナノ構造光電変換デ、パイス工学、先端半
野に重点を置く 導体デ、パイス特論、太陽光エネルギ一変換工学特論、太陽光エネ
モデル ノレギ}変換特別セミナー、薄膜結晶成長工学

応用物理学特別講義、応用物理学特別セミナー、技術経営と

専攻共通科目
ヘーン11】 t'シマネス論、知的財産管理と技術者倫理、 Motand Venture 
Business、インターンシップ、長期インターンシップ、応用物
理特別研究I・II

(王盤盤は融合分野科目で、医学獣医学総合研究科・医科学獣医科学専攻の科目履修を必要とする)
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5.応用物理学専攻の授業科目区分

専攻の教育目標に沿って、授業科目を 3区分している。量子物理と材料物理の応用物理学分
野の科目は、それぞれ量子物理工学および材料開発工学に区分し、また、応用物理学分野の計測
物理と応用数学分野の科目は、計数物理工学に区分している。なお、核医学基礎論は、医学と連
携した学問領域の開拓を視野に入れた研究教育を行うという教育目標に沿って設定している。

科目区分 授業科目 履修目標
関連する学部の授業科目

(a) (b) (c) (d) 

原子核物理学 。 現代物理、核物理工学

粒子物理学特論 。 。。現代物理、核物理工学

ハドロン物理学 。 現代物理、核物理工学

量子力学特論 。。 。量子力学I、量子力学E、量子力学演習

量子物理
低エネルギー分子物理学 。。 量子力学I、量子力学E、量子力学演習

核融合プラズマの原子過程 。 。量子力学I、量子力学E、量子力学演習
工学

核医学基礎論 。 核物理工学

生体構造学概論※ 。
生体機能学概論※ 。
病理・病態学概論※ 。
基礎細胞生物学※ 。
天体物理学 。 宇宙物理と観測技術

高エネノレギ一天文学 。。 宇宙物理と観測技術、核物理工学

宇宙物理学特論 。。 宇宙物理と観測技術、電磁気学E

一般相対性理論 。 現代物理

計数物理
環境流体力学 。。 流体物理と計測

計算流体力学 。。 流体物理と計調l
工学

非線形力学系 。。 数学解析、線形代数、応用数学

非線形科学概論 。。 数学解析、線形代数、応用数学

固有値問題特論 。。 数学解析、線形代数、応用数学

離散力学系 。。 数学解析、線形代数、応用数学

非線形偏微分方程式序論 。。 数学解析、線形代数、応用数学

半導体物性特論 。 現代物理、物性工学E

先端半導体デバイス特論 。 。 物性工学E、応用物理工学 I

tc陽光エネルドー変換工学特論 。。 現代物理、物性工学E、材料物性工学

材料開発 tc陽光エネ州事ー変換特別セミナー 。。 現代物理、物性工学E、材料物性工学

工学 国体物理学E 。 物性工学 Iと演習、物性工学E

ナノ構造光電変換デハ事イス工学E 。 。物性工学E、材料物性工学

無機材料化学特論C 。。 基礎化学、応用化学概論

薄膜結品成長工学E 。。 物性工学E、熱力学

※ 医学にも造詣のある高度技術者として、医学物理士の資格取得を視野に入れて設定している。

E 電気電子工学専攻の教員が担当

C 物質環境化学専攻の教員が担当
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履修目標

科目区分 授業科目 (a) (b) (c) (d) 関連する学部の授業科目

応用物理学特別講義 。 材料物理工学特別講義 1. 1I 

応用物理学特別セミナー 。 。。課題研究E

インターンシップ 。 工場実習
共通

長期インターンシップ 。 工場実習

応用物理特別研究 I 。。。。卒業研究

応用物理特別研究E 。。。。卒業研究

技術経営とぷンチャーピγネス論 。 技術者倫理と経営工学

MOT関連 知的財産管理と技術者倫理 。 技術者倫理と経営工学

MOT and Venture Business 。 技術者倫理と経営工学
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6.応用物理学専攻科目区分及び学年配当 0印は必修単位数を示す
科 開講時期・単位数 担当教員
目

授業科目 l年次 2年次 備考
区

前 後 前 後
職名 氏名

分

粒子物理学特論* 2 教授松田達郎

ハドロン物理学申申 2 教授松田達郎

原子核物理学 2 准教授前田幸重

量子力学特論* 2 教授大崎明彦

量
低エネノレギ一分子物理学** 2 教授大崎明彦子

物 核融合プラズマの原子過程 2 教授五十嵐明則
理
工 核医学基礎論 2 准教授長町茂樹
学

生体構造学概論 2 教授津口朗他5名

生体機能学概論 2 教授伊達紫他6名 医科学獣医

病理・病態学概論 2 教授浅田祐士郎他 6名
科学専攻

開設

基礎細胞生物学 2 教授西頭英起他4名

天体物理学* 2 教授山内 誠

高エネルギー天文学*申 2 教授山内 誠

一般相対性理論 2 准教授大桑良彰

環境流体力学** 2 教授小園茂平

計数物 計算流体力学* 2 教授小園茂平

宇宙物理学特論 2 准教授森 浩二
理
工 非線形力学系 2 教授辻川 亨
学

非線形科学概論 2 准教授出原治史

固有値問題特論 2 教授飯田雅人

離散力学系 2 准教授今 隆助

非線形偏微分方程式序論 2 准教授梅原守道

半導体物性特論 2 准教授福山敦彦

先端半導体デバイス特論 2 准教授西岡賢祐

太陽光エネルキ守ー変換工学特論
2 各 教 員

材料発開
* 太陽光エネル:¥'<-変換特別セミナー

2 各 教 員

* 電気電子工

教授前田幸治
学専攻との

工 固体物理学 2 共同開設
PヴLゐι企

ナノ構造光電変換デハ守イス工学 2 准教授吉野賢二

薄膜結晶成長工学 2 准教授鈴木秀俊

無機材料化学特論 2 准教授松永直樹 物専攻質環開設境化学
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応用物理学特別講義 2 各 教 員

応用物理学特別セミナー ② 各 教 員

インターンシップ l 各 教 員
共

准教授西岡賢祐通 長期インターンシップ 2 
准教授福山敦彦

応用物理特別研究 I ④ 各 教 員

応用物理特別研究H @ 各 教 員

技術経営とヘツチ十ピγネス論 2 非常勤講師
修了認要単件位めMOT 

非常勤講師
に 2

連関 知的財産管理と技術者倫理 2 
まで

MOT and Venture Business 2 非常勤講師
る

計 ④ 71 ③ 

* 奇数年度開講 ** 偶数年度開講

< Special Program (SP)> 

These su吋ectsare opened for Special Program 山 dents

Required 

Course Title or Credit Instructor 

Selective 

Advanced Research 1 on Applied Physics Required 4 Supervisors 

Advanced Research II on Applied Physics Required 6 Supervisors 

Introduction to Applied Physics Selective 2 Each Professor 

Advanced Course ofParticle and Nuclear 
Selective 2 Professor T. Matsuda 

Physics 

Solid State Physics and its Applications Selective 2 
Associate Professors 

A. Fukuyama叩 dK.Nishioka 

Advanced Course on High-Energy 
Selective 2 

Professor M. Yamauchi and 
As仕ophysics Associate Professor K. Mori 

Atomic Physics and its Applications Selective 2 
Professors A.Ohsaki and 

A.I呂町ashi

Advanced Course on Applied 
Professors T.Tsujikawa， M目Iida

Mathematics 
Selective 2 and Associate Professors 

M. Umehara， R.Kon and H.Izuh町a

吉田
Research Skills Selective 2 

Professor C. Deguchi and 

other related staffs 

Professor C. Deguchi and 
Ethics Selective 2 

other related staffs 

MOT and Venture Busine明 Selective 2 Part-Time Lecturer 

Subjects Opened in the Other Course or 10 

Graduate School maximum 

Total 38 
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7 授業内容

陣子物理学特論|♂articlePhysi回) 2単位

粒子線(狭い意味では放射線)を理解するための基礎として素粒子・原子核の構造及び性質に

ついての理解を深め、粒子線と物質の相互作用および粒子線の加速・生成、検出の具体的な方法

について講義する。さらに粒子線の工学的・医学的応用についても言及する。

lハドロン物理母~ (Hadron Physi回) 2単位

あらゆる物質はクオーク 核子・中間子~原子核ー原子という階層構造を取りながら、構成さ
れている。特にクオークが結合してできた核子や中間子などの強い相互作用をする粒子は総称と

してハドロンと呼ばれている。本講義では、クオーク及び強い相互作用の性質及びこれらの結合

体としてのハドロンの分類、構造、物性について理論及び実験的側面から講義する。

匡亘極圏(NuclearPhysics) 2単位

原子核の基本的な性質、構造と安定性、励起機構と崩壊過程、核子関相互作用、及び核エネル

ギーとその利用について講義する。核分裂や核融合過程と環境への影響についても述べる。

1:i:'f:IJ !雪面倒V叩 cedQ聞知mMechanics) 2単位

原子・イオンのエネルギー準位や遷移確率、また、原子・イオンが光や電子などのエネルギー

を得て励起・電離する過程を実験及び量子論の両面から講述する。更に、これらの物理量がレー

ザー開発やプラズマ診断に応用されることを示す。

|低エネルギー分子物理制 (LowEnergy Molecular Physics) 2単位

低エネルギーの電子・原子・分子の衝突過程に関わる現象、分子問力、電子相関、 2原子分子

の対称性、電子状態、振動・回転準位、フランク・コンドン遷移、ラマン散乱、前期解離などの

解説を行う。

阪融合プラズマの原子過程I(Atomic Process in Fusion Plasma) 2単位

プラズマ中で起こる原子過程とその反応速度の決定、及び、その応用について講義する。

医長璽圏(Nucle訂 M吋icine)2単位

放射線物理の基礎、原子核の一般的性質、原子核構造、及び原子核反応について解説し、放射

線と物質との相互作用の過程、及びこれらの過程が放射線測定機器や放射線防護設備等の医療機

器に具体的にどう寄与しているかを理解させる。

|陸生体構造学概論剰I(In凶t廿rod伽u凶c

生体の基礎構造について、個体器官、組織、細胞レベルまで、それらの肉眼形態から光学顕

微鏡的形態、さらには超微形態について段階を踏みながら掘り下げ、生体の構造と機能発現との

関連について、基礎的知識を学ぶ。

|生体機能学概論I(In廿od山首onωBiodynami回) 2単位

主に高等生物の生命維持活動のメカニズムの基礎的理解について、生理学的、生化学的並びに

薬理学的側面から、最新の分子レベルでの知見も含めて学ぶ。
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情理・病態学概論I(I凶roductionωpathology) 2単位

病気を理解するためには、病気の原因、その成立機序、病的変化、並びにそれに伴う生体の防

御反応について基礎的な知識を習得する必要がある。ここでは、生体に起こっている病的現象を

分子レベルから個体レベルで理解できるように、病理学、感染症および免疫学の総論を学び、権

患率の高い疾病を中心に、病気の成り立ちについての理解を深める。

日基礎細胞生物学| 但出回 CellBiology) 2単位

特に生物系以外の学部から入学してきた学生を対象とし、生命科学を学ぶのに必要な生物学の

基礎知識と生体を構成する細胞の基本構造ならびにさまざまな生命活動を担う分子機構に関する

基礎知識を習得する。

医亙函亘但i位 h 町gyAs甘ophysi田) 2単位

高エネルギー電滋波を放射する高密度星について、その物理的状態や放射のメカニズムを観測

事実と照らし合わせながら解説すると共に、未解明の問題についても紹介する。

情エネルギー天文学l明ighEnergy Astronomy) 2単位

主にブラックホール周辺における高エネルギー現象、およびそれによって生成される高エネル

ギー放射について、観測事実をもとに講義するロ

ト般相対性理論I(General Relativity) 2単位

一般相対性原理、等価原理、テンソノL解析などの基礎的な事項から始めて、重力場の方程式を

導く。応用として Schwarzschildの解及びブラックホールなどについて講義する。

画亙盃週刷vironm削 alFluid Dynarnics) 2靴

大気境界層の流動特性を乱流統計理論に基づき概説し、併せて、実験計測技術や数値流体解析

法を紹介する。

匠E璽週(白mputati附 l削 Dynarni回) 2単位

流体運動の数値解析法の原理について差分法を中心に概説し、さらに、現在使われている主な

手法を紹介し、それぞれの長短を説明する。

陣宙物理学特謝 (Astrophy剖calConcepts) 2単位

宇宙物理学における最新の観測結果を紹介しながら、その基礎物理過程を講義する。さらに、

現在稼働中もしくは将来稼働予定の観測機器の物理原理について解説する。

匪重重E酉 (Nonline町 Dynarni四 1S戸畑s) 2単位

自然現象を記述するものとして扱われる非線形微分方程式について、その解構造を力学系の立

場から理解するため、相平面法などの方法論を講義する。

|非線形科学概論| 但lem阻 tsofN叩 li田町 Science) 2単位

我々の身の回りで生じる様々な自然現象を例に挙げ、その現象が生じる仕組みを数理モデルの。

導出とその解析という立場から講義する。
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固有値問題特論I(Topics in Eigenvalue Problems) 2単位

チューリングが提唱したアイデア「拡散誘導不均一化」の紹介を最終目標とし、線形化安定

性原理と拡散方程式の基本的な解析を概説する。フーリエ解析が国有値解析と同じものである

ことを意識させる。

匝歪亙習 ρiscreteDynami叫 System) 2単位

離散力学系によって記述される具体的な数理モデルを紹介しながら、その定性的性質を理解す

るための解析手法について講義する。

|非線形偏微分方程式序論I(An Introduction to Nonlinear Partial Differential Equations) 2単位

自然現象の多くは非線形の偏微分方程式で記述される。本講義では流体力学に現れる具体的な

方程式を題材にしながら、非線形の方程式を解く方法(エネルギー法など)についての入門的な

解説を行う。

l半導体物性特論I(Advanced Semiconductor Physics) 2単位

半導体の構造、電気的・光学的特性等の基礎物性について評価技術の観点からとらえ、概説す

る。さらに最近の研究・開発動向に関しでも講述する。

1先端半導体デバイス特論I(Advanced Semiconductor D町比国) 2単位

フラットパネルディスプレイ駆動に用いられる薄膜トランジスタや太陽電池といった半導体デ?

パイスの先端技術について講義する。産業応用のための、高性能化・低コスト化を目指した技術

開発についても解説する。

じた陽光エネルギー変換工学特論I(Study of Solar Ene喝yConversion) 2単位

シリコンや CIS太陽電池材料の光学的性質、太陽電池の光起電力効果、太陽電池の変換効率

の算出等、近年注目されている太陽電池による自然エネルギ一利用技術について講義する。

1太陽光エネルギー変換特別セミナ→ (Semin町 ofSol町 En町gyConversion) 2単位

太陽電池の作製、ソーラーシミュレーターによる太陽電池の変換効率の算出等を実習させ、さ

らに太陽電池モジュール化、システム設計、二次電池、集光技術などの太陽電池の周辺技術

についても講義する。

匝璽昼璽 (Solid St脚 Physi同 2単位

半導体デノ〈イスを始めとする物質科学の基礎となる固体物理学の分野のうち、逆格子、固体の

結合、格子振動、比熱など学部の講義では詳しく取り扱えなかった分野を中心に講義を行う。

|ナノ構造光電変換デバイス工学I(Nano Structu問 PhotovoltaicDevices) 2単位

太陽光発電や情報通信機器などに用いられる、光電変換デバイスの高効率化のために用いられ

ているナノ構造について、その物性や応用技術の講義を行う。

陣膜結品成長工学!I (Thin Film Crystal Grow吐1) 2単位

半導体結晶の薄膜をナノスケールで堆積しデノ〈イス化する手法とその物理に関して、太陽電池等

- 12 



の実際のデノ〈イス構造への応用を紹介しながら概説する。

際機材料化学特論I(Advanced Ino沼 田icMaterials Chemistry) 2単位

無機材料の電気的、磁気的及び光学的性質を結品構造と電子構造論に基づいて講義するととも

に、構造と物性の評価法、燃料電池等の先端技術についても解説する。

l応用物理学特別講義I(Special L田tureon Applied Physics) 2単位

各教員が、応用物理学に関連する最近の研究の動向や話題について、講述する。

|応用物理学特別セミナーI(Semin訂 onApplied Physics) 2単位

修士論文の中開発表と位置づけられる。修士論文のテーマについてこれまでに得られた結果を

予稿にまとめて口頭発表し相互に議論し、今後の研究への認識を深める。

lインターンシッ苅(Intemship) 1単位

1~4週間、地方自治体、企業などで研修し、研修成果をレポ}トとして提出する。学生教育

研究賠償責任保険加入が義務づけられている。

l長期インターンシッ苅(Long-Term Intemship) 2単位

一般のインターンシップよりも長い期間(合計従事時聞が 90時間以上)にわたって、地方自

治体、企業などで研修し、研修成果をレポートとして提出する。学生教育研究賠償責任保険加入

が義務づけられている。

hii)用物理特別研究 II (Adv加 cedResearch 1 of Applied Physics) 4単位

各指導教員の下、その専門性に関連する具体的な課題を設定し、学習と研究を行う。適宜、教

員と連絡をとり、研究指導を受ける。

応用物理特別研究 EI (Advanced Research II of Applied Physics) 6単位

応用物理特別研究Iで実施した研究の成果を踏まえ、研究を更に進める。 2年次後半には研究

成果を修士論文としてまとめる。

阪術経営とどンチャーピグネス論I (Manage油 entofTechnology and Venture Businesses) 2単位

産業経済活動のグローパル化の中で、工学・技術分野の大学院教育では、従来の工学専門教育

にとどまらず、技術経営やベンチャービジネス等に関する学習を進めることは急務とされてい

る。本講義では、科学技術と社会経済システムに関するセンスを磨き、起業家スピリットを持

ち、地域経済や社会に貢献できる人材を養成することを目的とする。これらの講義を通じて、技

術者に求められるローダーシップの重要性を理解し、積極性・主体性・責任感等を酒養する。

l知的財産管理と技術者倫瑚 (Intell出回1Prope均 Managementand Engineザ sMorals) 2単位

知的財産権(特許)について、初歩的な知識から流通に至る応用までを詳述する。さらに、技

術者としてのモラルについても講義する。

MOT and Venture Bωiness:1 2単位

This cours沼 田ploresthe b矧 sofManagement ofTechnology (MOT)阻 dVenture business. It introduces 

conceptual丑ameworksbased on cutting-edge studies in corporate st阻tegyand organization. The students 
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wil1 gain an in-depth understanding ofhow to develop s甘ategiesfor managing technologies in their firms 

and how to apply m阻 agerialskil1s such田 portfolioinves伽lent叩 dquality control through c田estudies 

and group discussion. 

本コースは技術経営とベンチャービジネスの学習を基本とするものである。経営戦略と企業組

織の先端的研究成果を紹介しながら、技術経営に関する戦略の立案ばかりでなくグループディス

カッシヨンやケーススタディを通じて投資のボートフォリオ理論や品質管理など、経営技法の教

育を英語で行う。

Fol1owing subjωts紅官 openedfor Special Program students. 

凶V四an悶cedRe悶附 lon刊A却pp凶lie剖dPhy附刷ly明判y拘阿s剖ic白sI Re悶抑叩削q午判u凶lI泊問削d“s釦紬u岬1巾b

This is 五白orthe r，問esearche伺soぱfPar吋tiおωcleand Nuclear Phys討:ics，Solid State Phys目司叫c回san且ldits Ap即pl恥叩a瓜t旧ns鳥， 
Hi氾gh-EnergyAstrophysics， Atomic Physics and i臼 Applications，and Applied Mathematicsおr

completing Master Thesis under supervisors. This aims to develop theおllowingabilities; 1) 

understanding pro免ssionalarticles and academic papers， 2) researching and solving social issues， and 
3) communication skills. 

ト同dv凋anc巴凶dR陶es師

This i包sお伽rthe r問es田ea町rche田唱 oぱfpart此ticωcle叩 dN、呼lucl崎団e拍a町rPhysics， Solid State Physics and its Applications， High-
Energy Astrophysおs，Atomic Physics and its Applications， and Applied Mathematics for completing Master 
Thesis under supervisors目 Thisaims to dev官lopthe following abilities; 1)問 searching田ldsolving social 

issues，2)∞mmunication skills， and 3) completing the Master Thesis 

| |川n刷 u応刷c

Thecl由las田sg酌h、刊e邸sa間nintroduction ωmain s叩u~吋~ecωt臼s in a勾ppμ凶4心ie“dphysics c∞ou山l町rs田eincluding a凶.10m叫 p仲h旬宇伊si加巴ics，high 
energy astrophysics， materials engineering， fluid mechanics and their applications. 

dvanced Cou陪 eof Particle and Nuclear Physics I Selecti四 Su町民t οcredi臼)

This class gives ∞ncepts and application of high energy physics and nuclear physics 

陣仲阿阿01州Ii凶d割自tePh旬榊v脚s悶 a耐 tsApp凶Ii氾凶c

The a副imof this class is ωpr悶es田e叩n凶tthe c∞o叩nce句p包 fおorsolid s胞旬 pl白lyS討i白阻dits句sa勾ppがlic悶a剖.tiぬ。叩ns百sωse肝ve町E悶all 

o叩ptω刀加el出lec叫t甘ro叩nicd白ev由ice出ssuch a酪sp凶ho仰ω detector， ligbt emitting diodes， 叩 dsol 町 cells. The content of 

applications includes also some methods for the deposition and investigation ofthin solid films. 

iトA帥「円l制 Cou問 on州トHi刷gω仰h由.εE

This series 0ぱfs叩pe出c泊凶llectJ旬lr問泡sr悶e町叩i記ewsimpo吋叩t問 c田en凶ttω刀卯伊がi白 i加nhi氾ghか1壬ト凶唱圃ene屯y出 tropl白1ザヴsi白， mainly b出 ed

on X-ray and G町n唄la-rayobservational res叫ts.Astrophysical phenomena originated仕om廿ledeath of 

m回目vest町S町 eespecially focused. 
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h凶附to附伽蜘Dα叩omπm巾l
The aim 0ぱft由:hisclass is tωo pre田sen凶tthec∞on即ce句ptおsfおoratomic s廿u叩c旬r問e叩 d自b切Irt白h邑i加nt旬er問'actions四soぱfa剖(，刀訓3羽mswith 

ph凶otωon凶sl必'cha町rg伊edp訂t白1おcl加e白s.The content includes approxhnation methods in quantum mech田 ics，hydrogenic 

atoms， two-electron atoms， many electron atoms， interaction of atoms with radiation，阻delectron scatterings 

byaωms 

lトAdvan悶cedCo叫u附r陪問5eoα∞n刊lA岬pp凶lie凶dMa剖t廿h同1晦er町ma制nat旧削a剖訓t甘icωsI S釦制帥el由le叫c

This c∞o叩u旧rs田ed白eal砧swith叩 l砂yon田氾 oぱft白:hef白削b凶llow叫in略1屯gtω:opμic似s訟: 

1. Nonlinear dynamical systems 

2. Eigenvalue problems in diffi凶onequations 

3. Nonlinear p町tialdi妊ヒrentialequations in f10w phen四nena

4. Discrete dynamical systems 
5. Nonlin曲 rscience and applied mathematics 

Most of the nonequilibri山nphenomena in the fields of biology; chemistry and physics町宮 describedby 

p制 ialdi偽 rentialequations. This course gives an introduction to the derivation of mathe澗 aticalmodels叩 d

the analysis from a viewpoint of continuous and discrete dyhamical sys胞ms.

h同e悶鉛悶悶a釘rc附chS駄k附附刷蜘州H川h阿115同l恰同51I Sel出批le同e郎叫c

Thi阻sco旧r凶seprovi泊desth氾 skills 自白iJrlogi叫calthinking， se杭ing engineering rese 町chtopics， conducting 
literature searches， data analysis methゅsd，construction og research framework， academic writing阻d

presentation. 

函 SelectiveSubject (2 credits) 

This course provides the knowledge as engineer and researcher on the roles of ethics and science， 

independence白 anengineer， responsibility for sa宜yand environment， lesson learned from Tokaimura 
nuclear accident， Space Shuttle Columbia disaster and so on. 

|IMO町Ta制ndVentl帥 B伽u附J均胤s剖抑J壮『

This c∞ourse e白xpμ1。町re田sthe basis 0ぱfMa飢I口lag伊e田men凶ltof~百F己旬c畑加10岨logy (MOTη) 阻 d 、Veゐent加ur問ebusiness. It introduces 
concep知alframe明。rksbased on cutting-edge studies in corporate strategy and organization. The s加d附句

will gain an in-depth understanding of how to develop strat沼giesfor managing technologies in their firms 

andho岬 toapply managerial skills such田 p町 tfolioinvestm叩 tand qualiザcontrolthro叫gbc田estudies and 

gro山.pdiscussion 
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8.教育職員免許状(高等学校教諭専修免許状)の取得について

高等学校教諭一種免許状を取得している者については、別に定める必要な単位及び学位(修士)

を取得し、各都道府県の教育委員会に申請した者に「高等学校教諭専修」の免許状が与えられる。

応用物理学専攻では、「工業」及び「理科」の 2種類の免許状の取得が可能である。専修免許の

取得には、各教科免許に対してそれぞれ定められた授業科目を取得する必要がある。なお、「工業」

の一種免許状から「理科Jの専修免許状を、また「理科」の一種免許状から「工業」の専修免許状

を取得することはできない。あくまで、一種免許状と専修免許状の教科は同じものでなければな

らないことを留意すること。

専修免許取得希望者は、教職担当教員に必ず履修指導を受けること。

9.応用物理学専攻の「工業」コースおよび「理科」コースの開講科目表

「工業」免許状取得の場合、「工業」コースの開講科目の中から、 24単位以上の取得が必要で

ある。「理科」免許状取得の場合、「理科」コースの開講科目の中から、 24単位以上の取得が必

要である。

工業コース 理科コース

開講科目 単位数 開講科目 単位数

環境流体力学 2 原子核物理学 2 

計算流体力学 2 ハドロン物理学 2 

非線形力学系 2 粒子物理学特論 2 

固有値問題特論 2 量子力学特論 2 

離散力学系 2 低エネルギー分子物理学 2 

非線形偏微分方程式序論 2 核融合プラズマの原子過程 2 

半導体物性特論 2 核医学基礎論 2 

先端半導体デバイス特論 2 天体物理学 2 

非線形科学概論 2 高エネルギー天文学 2 

応用物理学特別セミナー 2 一般相対性理論 2 

応用物理学特別講義 2 宇宙物理学特論 2 

応用物理学特別研究 I 4 応用物理学特別研究H 6 

計 12科目 26 計12科目 28 
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E 物質環境化学専攻

1.教育目標

物質環境化学専攻では学部教育を基礎とした材料化学、機能化学、物質化学及び生物工学の

分野の授業科目を開講しています。さらに、高度な専門知識及び研究開発能力を有する技術者

の育成を目指して、以下の4つの目標に向けた実践的教育を行っています。

(a)化学、化学工学及び生物化学の基礎と応用を多方面から理論的に理解できる能力を養成す

る。

(b) 自然と共生し、環境と調和した機能物質を創生できる能力を養成する。

(c) 新しく柔軟な発想のもとに、実験から得られた情報を的確に解析できる能力を養成する。

(d) 先端化学技術を理解するための語学能力及び積極的に議論しプレゼンテーションできる

コミュニケーション能力を養成する。

2.ディプロマポリシー

物質環境化学専攻では、大学院所定の単位数を修得し、且つ、修士論文審査と最終試験におい

て、学術研究の取組状況と研究成果から、下記の高度専門技術者としての能力を身につけたこと

が確認された合格者に対して修士課程の修了を認めると同時に、修士(工学)の学位を与える。

(1)環境に関連する化学分野での高度な専門知識

(2)応用化学技術者として専門性の高い知識を習得し、問題解決に応用する能力

(3)高度な知識に基づいて研究開発し、その結果を解析する能力

(4)研究開発を通して必要となる日本語、英語によるコミュニケーション能力

3 カリキュラムポリシー

物質環境化学専攻では、高度な専門知識とそれを活用できる応用力を身につけ、研究開発を行っ

たそれを正しく伝えるプレゼンテーション能力とコミュニケーション能力を備えた優れた人材を

養成するため、以下の方針に基づいてカリキュラムを編成し、教育を実施します。

[教育課程の編成の方針]

(1)環境に関連する化学分野での高度な知識を獲得するため、専攻共通必修科目を設置します。

(2)応用化学技術者として専門性の高い知識を習得するた、“材料化学"、“機能化学"、“物質化

学"、“生物工学"の4つの履修モデル区分を設定し、各区分の指定科目と選択科目を設置

します。

(3)高度な知識に基づいて研究開発してその結果を分析し、成果を正しく明瞭に伝える能力を

育成するために、物質環境化学特別研究等の科目を設置します。

(4)研究開発を通して必要となる日本語、英語によるコミュニケーション能力を育成するため

に、物質環境化学特別セミナー等の科目を設置します。

[実施の方針】

(5)各授業科目について、シラパスで到達目標、授業計画、成績評価基準、成績評価基準を明確

にし、周知します。

(6)問題解決能力、デザイン能力、コミュニケーション能力等を育成するために、問題発見、問

題解決、発表・質疑討論等を含むアクティブ、ラーニング、を積極的に取り入れた授業形態に

よる指導を取り入れます。

(7)成績評価基準、成績評価方法に基づき厳格な評価を行います。

17 



4 履修モデルおよび授業科目の配置

学部から修士課程への 6年一貫教育の観点から、物質環境化学専攻に4つの履修モデ、ル区分

を設定し、授業科目を配置する。

1 ) 専攻共通必修科目を、学部での JABEE プログラムの学習・教育目標(A)~(I)の達成をよ

り高度なものにするための科目として位置づける。

2) 履修モデル区分の材料科学(無機化学)、機能化学(物理化学・化学工学)、物質化学(有

機化学)、生物工学(生物化学)の各区分の指定科目と選択科目を、学部での専門必修科目の

延長線上の科目として位置づける。

3) 履修モデル区分の授業科目と履修方法

専攻の履修モデルとして、“材料化学'¥“機能化学"、“物質化学"、“生物工学"の4区分

を設定している。授業科目立、 “専攻共通必修科目"、 “各履修モデ、ノレの指定科目'¥

“選択科目"で構成されており以下のような科目となっている。

・専攻共通必修科目 .専攻の学生全員が必修とする科目

・各履修モデルの指定科目 :各履修モデル区分で指定する科目

・選択科目 :各履修モデル区分で指定する選択科目

材料化学を基本とする履修モデルでは、自専攻以外に工学研究科の応用物理学専攻及び電

気電子工学専攻で開講する材料化学に関する科目を選択科目で主に履修する融合型カリキ

ュラムとなっている。

生物工学を基本とする履修モデ、ノレでは、自専攻以外に農学専攻応用生物科学コースで、開講

する生物工学関連科目を選択科目で主に履修する融合型カリキュラムとなっている。
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履修モデ〉レ区分 専攻共通必修科目
各履修モデルの

選択科目
指定科目

材料化学を基本と 材料化学特論 無機材料化学特論 知的財産管理と技術者倫理

する履修モデ、ル 機能化学特論 機能材料物性論 又は技術経営とぷンft-t守 γ

物質化学特論 エネルギー材料化学 ネス論、 MOT叩 dVenture 

生物工学特論 Busin田 S、自専攻(物質環境

物質環境化学特別 化学特別講義 1・2、工場実

セミナー 習・長期インターンシップ

物質環境化学特別 を含む)及び工学研究科の

研究第1 他専攻で開講している科目

物質環境化学特別 (光エレクトロークス材料

研究第2 主主)から選択して履修

機能化学を基本と 材料化学特論 分離機能材料工学 知的財産管理と技術者倫理

する履修モデル 機能化学特論 分離機能化学特論 又は技術経営とインチ十ピγ

物質化学特論 反応操作特論 ネス論、 MOT and Venture 

生物工学特論 Business、自専攻(物質環境

物質環境化学特別 化学特別講義 1・2、工場実

セミナー 習・長期インターンシップ

物質環境化学特別 を含む)及び工学研究科の

研究第1 他専攻で開講している科目

物質環境化学特別 から選択して履修

研究第2

物質化学を基本と 材料化学特論 機能有機分子反応論 知的財産管理と技術者倫理

する履修モデ、ル 機能化学特論 光機能化学 又は技術経営とインチt-t<γ

物質化学特論 光触媒化学 ネス論、 MOT and Venture 

生物工学特論 Business、自専攻(物質環境

物質環境化学特別 化学特別講義 1・2、工場実

セミナー 習・長期インターンシップ

物質環境化学特別 を含む)及び工学研究科の

研究第 1 他専攻で開講している科目

物質環境化学特別 から選択して履修

研究第2

生物工学を基本と 材料化学特論 生体触媒工学 知的財産管理と技術者倫理

する履修モデ〉レ 機能化学特論 環境生物工学 又は技術経営とインチャーピγ

物質化学特論 生物環境化学 ネス言命、 MOT. and Venture 

生物工学特論 Business、自専攻(物質環境

物質環境化学特別 化学特別講義1・2、工場実

セミナー 習・長期インターンシップ

物質環境化学特別 を含む)及び農学研究科応

研究第1 用生物科学専攻の科目(生

物質環境化学特別 体分子機能化学特論、盤生

研究第2 物機能開発学特論及び金品

栄養機能学特論)から選択

して履修

(王畿運は融合分野の科目で、他研究科他専攻の履修科目例である。)
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4) 教育目標と授業科目の対応表

教育目標と授業科目の対応表

教育目標

授業科目 (a) (b) (c) (d) 

材料化学特論 。 。 。 。
無機材料化学特論 。 。
機能材料物性論 。 。
エネルギー材料化学 。
機能化学特論 。 。 。 。
分離機能材料工学 。 。
分離機能化学特論 。 。 。
反応操作特論 。 。
物質化学特論 。 。 。
機能有機分子反応論 。 。 。
光機能化学 。 。
光触媒化学 。 。
生物工学特論 。 。 。
生体触媒工学 。 。
環境生物工学 。 。
生物環境化学 。 。 。
物質環境化学特別講義1 。
物質環境化学特別講義2 。
工場実習 。 。
長期インターンシップ 。 。
物質環境化学特別セミナー 。 。 。 。
物質環境化学特別研究第 1 。 。 。 。
物質環境化学特別研究第2 。 。 。 。
光エレクトロニクス材料工学 。
生体分子機能化学特論 。
微生物機能開発学特論 。
食品栄養機能学特論 。
技術経営とヘツチャーピγネス論 。
知的財産管理と技術者倫理 。
MOT and Venture Business 。

Aυ 
勾
J
h



5.物質環境化学専攻科目区分及び学年配当 0印は必修単位数を示す

開講時期・単位数 担当教員
科目

授業科目 1年次 2年次 備考
区分 職名 氏名

前 後 前 後

材料化学特論 ② 教授酒井 剛

材料化学

機能材料物性論 2 教授泊井 問リ

無機材料化学特論 2 准教授松永直樹

エネルギー材料化学
教授金子 宏

2 
教授保田昌秀

機能

機能化学特論 ② 准教授塩盛弘一郎

分離機能材料工学 2 当 教 員

イ:注子己A 分離機能化学特論 2 准教授大島達也

反応操作特論 2 准教授塩盛弘一郎

物質化学特論 ② 准教授菅木和寛

物質化学

機能有機分子反応論 2 教授松下洋一

光機能化学 2 
教授保田昌秀

准教授松本

光触媒化学 2 教授白上 努

物生

生物工学特論 ② 准教授湯井敏文

生体触媒工学 2 教授林 幸男

工 環境生物工学 2 教授横井春比古
学

生物環境化学 准教授庚瀬 遵2 

物質環境化学特別講義 1 1 非常勤講師

物質環境化学特別講義2 1 非常勤講師
て3

工場実習 専攻 各教 員共 1 

長期インターンシップ 2 専攻 各教 員

通 物質環境化学特別セミナー ② 専攻各教員

物質環境化学特別研究第 1 ④ 各 指導 教員

物質環境化学特別研究第2 ⑥ 各指導教員

光エレクトロニクス材料工学 2 教授横谷篤至 電学専気攻電開子設工

研他科究

生体分子機能化学特論 2 
教授水光正仁

教授榊原陽一

微生物機能開発学特論 2 
教授太田一良 農学研究

の 教授吉田直人 科開設

科
食品栄養機能学特論

教授窄野昌信
目 2 

准教授榊原啓之

技術経営とヘツチャーピγネλ論 2 非常勤講師
修了 要 件MOT 

関連
知的財産管理と技術者倫理 2 非常勤講師 に2単位ま

MOT and Venture Business 2 非常勤講師
で認める

計 ⑭43 ⑥ 
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< Special Program (SP)> 

These subjects are opened for Special Program students. 

Required 
Course Title or Credit Instructor 

Selective 

Advanced Research 1 on Applied 
Required 4 Supervisors 

Chemistry 

Advanced Research II on Applied 
Required 6 Supervisors Chemistry 

Advanced AppJied Chemis位y Selective 2 All Related Staffs 

Advanced Materials Chemistry Selective 2 Professor G. Sakai 

Advanced Chemical TI田 hnology Selective 2 
Asociate Professor K. 
Shiomori 

Advanced Organic Chemis甘y Selective 2 
Associate Professor K目

Sugamoto 

Advanced Biotechnology Selective 2 Associate Professor T. Yui 

Advanced Applied Chemical Technology Selective 2 All Related Staffs 

Advanced Reaction Engineering Selective 2 
Associate Professor K. 

Shiomori 

;5 言
Research Skills Selective 2 

Professor C. Deguchi飢 d

other related sta笠h

Ethics Selective 
Professor C. Deguchi and 

δ ロ。e
2 

other related staffs 

MOT and Venture Business Selective 2 Part -Time Lecturer 

Subjects Opened in the Other Course 10 
or Graduate School m田imum

Total 40 
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6.授業内容

1*1*H亘画 (Adv組問dM臨 rialsChemis附 2単位

学部での無機材料化学及び分析化学の履習内容を基礎として固体表面の構造、電子論の基礎を

講義するとともに表面構造、電子状態の違いが国体触媒反応の活性・選択性にどのような影響を

与えるかについて述べる。さらに新しい環境触媒設計への試みを紹介し、自然との共生および環

境との調和の観点から無機材料の開発と利用について解説する。

機能材料物性論1 (Th回 ryof Functional M絢 r凶s) 2単位

半導体や闘体電解質などの機能性材料について、特に、環境やエネルギー分野に用いられる無

機固体材料を中心に基縫物性から応用分野まで解説する。

|無機材料化学特論1 (Advanced Ino明 nicMaterials Chemistry) 2単位

無機材料は電気的、磁気的及び光学的性質を有することから IT・環境・エネルギー・バイオ関

連分野などで使用されている。本講義ではセラミックスを中心に無機材料が持つ機能の基本的な

原理とその応用例について解説する。

|エネルギー材料化明 。1aterialsChemistry for Energy Ut山田tion) 2単位

有機材料および無機材料を使ったエネルギー関連材料について講義をする。有機材料の光エネル

ギ}変換の原理・機構等について解説する。さらに、高温エネルギー変換、 中低温エネルギー変

換、 蓄熱等のエネルギー変換・貯蔵デノ〈イスに利用される材料の物性、構造、機能、プロセス、

評価手法に関する知識を習得する。また、熱力学や伝熱機構等の理論的解析をもとにエネルギー

の有効利用と高効率化のための材料最適化手法を学ぶ。

画亘璽詞 (Advan叫 Che山 alTechnolo副 2靴

学部での物理化学及び化学工学の履習内容を基礎として関連する化学の問題解状について総合

的に講義する。さらに、自然との共生及び環境との調和の観点から分子集合体や分子が配列して

いる界面を利用する物質変換、物質分離及び磯能材料調製について紹介する。

防士離機能材料工学'1 (Separation Materials and E喝 ineering) 2単位

分離に関する基礎理論ならび分離機能材料の分子設計に必要な基本概念について説明すると共

に、分離機能性分子を官能基の化学的性質に基づいて分類し、水溶液内における反応特性と物質

の分離特性との関連について講義する。

|分離機能化学特論1 (Advanιed Separation Chemistry) 2単位

特定の金属イオンや生体分子を含む有機分子と選択的に結合し分離できる機能材料を得るため

の分子設計の理論について解説し、先端材料を開発するための指針を習得する

医亙亙画仏dv阻 cedReaction Engi田町1柑 2単位

反応速度論及び移動現象論の相互的な考察に基づいて、反応操作に対する反応解析と操作設計に

関する講義を行う。また、最近の技術開発や研究成果について講述する。

3
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匝E亘画仏dvanced0明 icChemistry) 2単位

学部で学んだ応用科学、特に有機化学・生物科学に関する基礎知識を基に、有機物質の変換反

応が理解できるように、化学反応を整理して解説する。また、環境調和及び自然共生を高めるこ

とができる合成科学技術や科学物質の開発について講述する。

機能有機分子反応謝 (Org阻 icReaction ofFunctional Molecules) 2単位

有機物質の機能性発現にかかわるカルボニル基の反応とカルボニル化合物の合成の視点から、

機能有機分子について解説する。また演習を行い、事項・内容の理解を深めると共に応用カを養

つ。

匿函亘璽 (0屯副cPh刷出mistry) 2単位

光合成及び酸化還元補酵素などに代表される生体内の電子移動・エネルギー移動を伴う反応に

ついて解説をする。特に、励起状態の化学物質の反応性について基礎的及び量子化学的観点から

解説を行う。

匡亙亙国 (Photoc制 戸icChemistry) 2単位

光触媒化学は、光エネルギー利用の観点から、本多・藤島効果の発見を契機に展開された重要

な学問領域である。本講義では、有機化合物、金属錯体、半導体を利用した光触媒反応を解説し、

更に典型的な光エネルギ一変換系である人工光合成の基本的な原理を述べる。

臣亙璽週休dvan叫 Biote伽 010副 2単位

学部で学習した生化学に関する基礎知識の再確認を行う。次に、構造生物学および分子生物学

に関する基礎知識と、それらを背景とした、遺伝子発現や細胞間情報伝達に関して講述する。

匡豆極主雪(BiochatalystsTechnology) 2単位

生物細胞の触媒機能や生体物質である酵素などの触媒機能についてその種類や特性などを概説

するとともに、これらの生体触媒の利用技術について講述する。また、工業的に有用な糖質関連

酵素などを例として、各種産業や環境保全への生体触媒の応用についても講述する。

厘亙亘困励vironmentalBiotechnology) 2単位

環境や資源エネルギー分野での生物工学の利用と応用を理解するために、各種微生物の生物機

能を利用する環境浄化・修復保全技術、生分解性で環境負荷の少ない代替機能物質やバイオマス

エネルギーの微生物生産技術について講義する。

匡画困問r…1Biochemistry) 2単位

生物の作用によって各種の環境汚染物質が分解、除去される代謝機能について解説すると共に、

分解酵素の構造と機能及び微生物が進化や適応の過程で分解機能を獲得する機構について講義す

る。

問質環境化学特別講義 1I (Advanced Lecture in Applied Chemistry 1) 1単位

材料化学、機能化学、物質化学及び生物工学に関する研究や技術の最近の動向や話題等につい

て講述する。
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防質環境化学特別講義21(Advanced Lecture in Applied Chemistry 1) 1単位

材料化学、機能化学、物質化学及び生物工学に関する研究や技術の最近の動向や話題等につい

て講述する。

匡亙詞伽ernshipTraininω1単位

民間企業や官公庁などの学外の機関において研ま・実習を行うことにより、物質環境化学に関

連した高度な知識・技術に触れながら実務能力を高める。

|長期インターンシッ苅(Long-Term In臼rnship) 2単位

インターンシップよりも長い期間にわたって実際の現場における設計や試作棟を通し、その組

織の一員として責任を持って計画・行動する態度および倫理観を養う(社会性・人間性の教育)。

また、これまでに学んだ知識を活用するとともに、新たな技術に関しでも積極的に習得すること

で、長期インターンシップにおいて設定された課題や問題を解決する経験を積む。この経験を通

し、課題探求及び解決能力を養う(専門性の教養)。

l物質環境化学特別セミナー1 (Seminar on Applied Chemistry) 2単位

材料化学、機能化学、物質化学または生物工学の関連する最近の外国語の研究論文を読み、ま

とめて発表することにより、各分野の理解を深めるとともに、化学情報検索及びプレゼ、ンテーシ

ョン能力を習得させる。

|物質環境化学特別研究第 11 (Advanced Reasearch of Applied Chemistry 1) 4単位

各講座において研究テーマ及び研究計画を設定し、研究を実施させる。講座の教員は適宜研究

内容について報告させ、研究指導を行うとともに 1年次後期に研究結果と今後の研究計画をまと

める

同物質環境化学特別研究第21(Advanced Reasearch of AppJied Chemistry 2) 6単位

物質環境化学特別研究第1で実施した研究の成果を検討評価し、さらに進んだ研究テーマ及び

研究計画を設定し、研究を実施させる。 2年次後半には研究結果を学位論文としてまとめる指導

を行う。

|光エレクトロニクス材料工学'1 (Opto-Electronics Materials Engineering) 2単位

光(レーザー)、量子エレクトロニクスの応用に必要な光の物性、物質の光学的性質、光と物質

の相互作用などについて、論述する。特に最近の短パルスレーザーの発生に必要な光学材料、光

学技術について基礎的見地から詳述する。

|生体分子機能化学特論I(Advanced Lecture叩 BiomolecularFunctionαlemistry) 2単位

低分子生理活性物質からタンパク質および遺伝子に携わる研究者にとって必要な化学的基礎知

識を学習し、さらに分析技術および評価技術に関して、基礎から最先端の技術まで幅広く学習す

る。

搬生物機能開発学特論1 (Advanced Applied Microbiology) 2単位

微生物の秘めたる能力を発掘し、その遺伝子資源の活用法について理解を深める。また微生物

機能の利用に関して、コメント力、考察力、問題解決能力を養う。
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|食品栄養機能学特論I(Advanced L田 tureon Food and Nutrition) 2単位

食品の機能性に関して、食品成分(特に脂肪)による生活習慣病予防機能について、食品科学

的・栄養科学的アプローチで解説する。食品栄養素や食品に含まれる生理活性物質の消化・吸収

から体内における代謝動態、さらにその生理作用について、最新に知見を含めて解説する。

阪術経営とどンチャーピグね論I(Management ofTechnology and Venture Businesses) 2単位

産業経済活動のグローバル化の中で、工学・技術分野の大学院教育では、従来の工学専門教育

にとどまらず、技術経営やベンチャービジネス等に関する学習を進めることは急務とされている。

本講義では、科学技術と社会経済システムに関するセンスを磨き、起業家スピリットを持ち、地

域経済や社会に貢献できる人材を養成することを目的とする。これらの講義を通じて、技術者に

求められるリーダーシップの重要性を理解し、積極性・主体性・責任感等を酒養する。

除目的財産管理と技術者倫理I(Intell田知alProperty Management and Engineer's Morals) 2単位

知的財産権(特許)について、初歩的な知識から流通に至る応用までを詳述する。さらに、技

術者としてのモラルについても講義する。

|MOT and Venture BusinessI 2単位

This course e叩 loresthe basis of Management of Technology (MOT)叩 tdVenture business. It introduces 

conceptual frameworks based on cutting-edge studies in co中町atestra旬gyand organization. The students 

will gain an in-depth understanding of how to develop strateg協和rmanaging technologies in their firms 

andhow ωapply m叩 agerialskills such出 portfolioinvestment and quality control thr∞ghc出 estudies and 

group discussion. 

本コースは技術経営とベンチャービジネスの学習を基本とするものである。経営戦略と企業組

織の先端的研究成果を紹介しながら、技術経営に関する戦略の立案ばかりでなく、グループディ

スカッションやケーススタディを通じて投資のポートフォリオ理論や品質管理など、経営技法の

教育を英語で行う。

Following subjectsぽ eopened for Specia1 Program students. 

ト伽ncedR開 a附 lonAp山 dCh巴mi吻 I R削同州国t(4αedits) 

This is for the rese町chesof applied chemis句，which町esubjected in each laboratory. Students study each 

research subject under ins1ruction by supervis町 s，and p町iodicallyreport出esumm田γof問 sults.At second 

semes旬r，the summ町yof the results as well as the fuωre plan presen臼dby students is grad旧dby faculty 

staffs 

!同A剖dv凋anc悶ce凶dR陶e鈎蜘a釘帥ch11 0叫 p附p凶li刷巴凶dCαCh阿1

T加h刷is刊l阻s五加bω，rt肱h恥er問es田e町悶'ch加e田s。ぱfa叩ppμl阻凶dc批hemis仕句yt拙a紘嗣k制i同n砲gt加h加esumma町ryoぱf“"Ad伽va蹴I且nc却ce“dResearch 1 0叩nA勾p附μ凶ie“d 

Cαhe田emist坑try"into a∞ount. Students study each田 searchsubject， based on世leadvanced r古田町chplan. At 

se∞岨dsemester， the Master Thesis is completed under instruction by supervisor百.

トdvancedApplied ChemistryI Selective附田t(2 credits) 

This course of lectures covers the b田 lCP町tand also the modem p訂 tof appli但dchemistry. The p町ts

include materials chemistry， environmental chemistry and biological chemistry. Moreover， some lectures， to 
some 田 tent，include the experimental p町tsand seminar. The course of lecture is given by時間ralfaculty 

staffs of applied che澗 istryin University ofMiyazaki. 
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トdvancedMaterials ChemistyI Sel郎 tive州側(2credits) 

This class gives the basis of solid s町 fa田 struc何回， electronic theory r宮島町ingto the fundamental inorganic 

chemis町田ldanalytical chemis句.Students learn加wdifferences in surface struc同時間delec甘onicsta旬

impact to叫 tiviザandsel回世vityin catalytic reactions. In addition，出eclass introduces the 郎副plesof 

a仕emptsωdesign田市 environmentallyfrie汀ldlycatalyst. The development and the u田 ofnew inorganic 

materials in t冶rmsof harmony with the environment and na加re町 elec旬開d.

トdvancedChemical TechnologyI Selective Subj即 t(2 credi臼)

Comp問 hensivechemistry is lectured solving proble岨 sbased on the fundamental physical che四 istry阻 d

che四 icalengineering. In addition， this class introduces the e沼田nplesof the transformation technologies，出e

sep町ationtechnologies and the functional material design that use molecular assemblies or molecular 

interfaces in terms ofharmony with the environment印ぱ1nature. 

lAdvanced 0刷 icChemistry| 制民tive州制。 crediω)

To be able to understand the transformation reaction of organic materials， this class問viewsand organiz田

the various chemical r四 ctions，basing on the basic knowledge of applied che四 istry，in particular organic 
chemistry and biological sciences目 Moreover，this class introduces envir凹1ffientallyfr回ndlys白enceand 

technologies for chemical syn血esis叩 dnew material design. 

い伽ncedBiot帥r]ologyI Sel田 tiveSu凶副οcrediお)

This class reviews the thr白 -dimensionalstructure， the classification and the structure/function of 

biological m部 romolecules，which is represented by protein. Its廿leoreticalb田 is，白nd町田明talbioche四 is廿y，

physical chemis甘yand bioinformatics町 ealso covered. A background to exploit biological functions in terms 

of harmony with the environment and na.ωre will be m回 tored.

h凶附dωv叩a釘n附1
Thisc叩 rseoflect卸ur問esc∞。versthe basic p町tand also the modem p町toぱfa勾ppμliedchemical t旬echnology.The 

p町tsinclude materials chemistry， environmental chemistry and biological chemistry. Moreover， som崎
lectures， to some extent， include the experimental parts and seminar. The course oflec札lreis given by 田 veral

filCulty staffs of applied chemistry in University of Miyazaki. 

|IResea 陀凶帥hS剖銚剖制釧k附附刷蜘州<iI州仙州iI山h叫IIs同l胎司slI S制d出蜘e削c

This c∞⑬山s田eprovides the skills 自おbrlogi匂旧icalt由:hinking，se坑ingengineering research topics， conducting 
literature searches， data analysis methods， construction of rese紅白世.amework，academic writing and 

Presentation. 

トdvancedR蹴 tionEngineeringI Selective Su切出t(2 credits) 

This ∞urse of 1田 旬r田 covers也e田actionanalysis and op町ationdesign of chemical reaction in which 

that based on basic knowled伊 of問 actionkinetics， transport phenomena and reaction equilibrium. Moreover， 
some lec知resinclude 問 C阻 ttechnology， development， and research results in the chemical production and 
the chemical industries. 
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函 s仙el出lecti伽iveS 

Th凶l1SC∞o叩ur悶'seprov吋idωesth凶eknowledge 田 e叩ng副in田ee町rand researcher on the roles of e 吐白uc白s阻 ds回ci旬e叩n即ce鳥， 
independence田 anengineer， responsibility for safety and environment， lesson learned企omTokaimura 

nuclear accident， Space Shuttle Columbia disaster and so on. 

|MO丁目ndVenture Busine吋 Selective Subject (2 credi臼)

This course expl世田 thebasis of M佃 agementof1日同胞lology(MOT)叩 dVe江lturebusiness. It in加 duces

concep制al:仕ameworksbased on cutting-edge studies in co叩oratestrategy and organization. The students 

will gain an in-depth underst阻 dingofhowωdevelop s廿 蹴giesfor managing technologies in their firms 

and how to apply managerial skills such as p町tfolioinvestment and quality control thro旧ghc田es旬dies田 d

gr叩 Pdiscus討on.
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7.教育職員免許状(高等学校教諭専修免許状)の取得について

高等学校教諭一種免許状を取得している者については、別に定める必要な単位及び学位(修士)

を取得し、各都道府県の教育委員会に申請した者に「高等学校教諭専修」の免許状が与えられる。

物質環境化学専攻では、「工業」及び「理科Jの2種類の免許状の取得が可能である。専修免許

の取得には、各教科免許に対してそれぞれ定められた授業科目を取得する必要がある。なお、「工

業Jの一種免許状から「理科」の専修免許状を、また「理科Jの一種免許状から「工業」の専修免

許状を取得することはできない。あくまで、一種免許状と専修免許状の教科は同じものでなけれ

ばならないことを留意すること。

専修免許取得希望者は、教職担当教員に必ず履修指導を受けること。

8.物質環境化学専攻の「工業」コース及び「理科」コースの開講科目表

「工業」免許状取得の場合、「工業」コースの開講科目の中から、 24単位以上の取得が必要で

ある。「理科」免許状取得の場合、「理科」コースの開講科目の中から、 24単位以上の取得が必

要である。

なお、(教)と記されている科目は教職対応科目のため、修士課程の修了要件単位としー主控護疲

長長金どので、留意すること。

工業コース 理科コース

開講科目 単位数 開講科目 単位数

材料化学特論 2 物質化学特論 2 

機能化学特論 2 生物工学特論 2 

機能材料物性論 2 無機材料化学特論 2 

エネルギー材料化学 2 分離機能化学特論 2 

反応操作特論 2 機能有機分子反応論 2 

分離機能材料工学 2 光触媒化学 2 

光機能化学 2 生物環境化学 2 

生体触媒工学 2 環境生物工学 2 

物質環境化学特別研究第2 6 物質環境化学特別セミナー 2 

物質環境化学特別研究第1 4 

抽出分離技術論(教) 2 材料解析技術論(教) 2 

光化学反応論(教) 2 反応設計技術論(教) 2 

代謝酵素機能論(教) 2 量子化学特論(教) 2 

機器分析実験技法(教) 2 生物機能解析論(教) 2 

計 13科目 30 計 14科目 30 
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9目授業内容(高等学校教員免許状(専修)取得用科目)

|抽出分離技術劇 (SolventEx甘actionT切hniq田 s) 2単位(工)

溶媒抽出法で求められる、平衡・速度論、抽出剤の選択と分子設計、抽出装置の設計論などの

基礎論について講義するとともに、溶媒抽出の実用例、液膜等の応用技術、及び最新の溶媒抽出

技術について解説する。

匪霊園 (Ph仰 向i叫 Reaction) 2単位(工)

物質と光の相互作用及び有機化合物、金属錯体の光化学反応を中心に解説することで、光反応

の基礎を講義する。

|代謝酵素機能論I(Advanced Enzymology) 2単位(工)

生体におけるイ糊系において、個々の反応の担い手である酵素の役割及び構造、機能について

理解を深める。環境浄化への応用という視点から、特に酸化還元酵素に焦点を絞って講義する。

|機器分析実験技法I(The Method of Spe叫 oscopicAna砂sis) 2単位(工)

極微量分析やナノレベルでの解析等の分析技術に関して、本専攻ならびに本学の機器分析セン

ターに装備された分析機器の原理と使用法を学び、実践的な分析技術を習得する。

l材料解析技術論I(Material Analysis) 2単位(理)

材料の解析技術の理論から基礎実験までの解析技術がほぼ確立されている分野についての解

説を行うとともに、今後の展望やこれから必要になる理論・技術および萌芽的な研究分野につい

て概説する。

|反応設計技術論I(Reaction Engineering) 2単位(理)

化学反応の速度が濃度、温度、触媒などの影響を受けることを代表的な事例を通して、物質移

動や反応速度並びに反応制御に関して講義する。

E亘重量 (Quantur凶削町r) 2単位(理)

物質の電子構造、立体構造、及び物質問の相互作用を通して、物質の構成粒子に関する基本的

な概念を講義するとともに、光や電子の波動性と粒子性など量子論的を解説する。

|生物機能解析論I(Biological Function) 2単位(理)

生命現象の代謝などにおいて極めて重要な役割を担っている生体触媒に着目し、特にタンパク

質の酵素機能を中心に生物の機能とその解析及び応用について講義する。

* (工)は工業コース対応科目 (理)は理科コース対応科目

A
U
 

勾
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E 電気電子工学専攻

1 教育目標

電気電子工学専攻では、学部教育との一貫性を持たせっつ、電子材料・新機能性光電子デパイ

ス、電気エネルギー発生及び制御、電子システム・情報通信に関する教育研究を行い、電気電子

工学、材料工学、情報システムなどとの融合分野を通して新しい学問領域の創造を目指す教育研

究を行う。これにより社会の要請である電気・電子・情報通信分野の研究成果を供するとともに、

優秀な人材を養成し社会に貢献することを目指す。

教育に関しては、学際的な課題にも対応できる人材を養成し社会に貢献するため、次の二つの

融合的・学際的領域を作り具体的教育研究を行う。一つは、電子材料工学、材料物理工学、応用

化学領域を融合した新機能性材料創生工学であり、他の一つは、電子システムと情報システムと

の融合による知的電子情報分野(電子工学、ロボット工学、制御工学)である。

このため、本専攻では、履修目標として以下の項目を定めている。

(a)電気・電子工学に関する専門基礎から応用技術までの知識を習得すること。

(b)実験から得られた情報を的確に解析できる能力を養成すること。

(c)多面的積極的に議論でき、かっ新しく柔軟な発想ができる人格を酒養すること。

(d)問題解決能力及び応用力を身に付けること。

(e)教員との議論を通して自らの発想を具現化し研究を遂行する能力を育成すること。

(f) 研究内容に関して国際的に情報発信できるための語学能力と、プレゼンテーション手法を身

につけること。

各授業科目と履修目標の関連について表 2に示す。また学部の学習目標と大学院修士課程履修

目標との関連について表3に示す。

2.ディプロマポリシー

電気電子工学専攻では、大学院所定の単位数を修得し、且つ、修士論文審査と最終試験におい

て、学術研究の取組状況と研究成果から、下記の高度専門技術者としての能力を身につけたこと

が確認された合格者に対して修士課程の修了を認めると同時に、修士(工学)の学位を与える。

(1)工学ならびに電気電子工学分野における幅広い高度専門的知識を備え、それらを応用しグ

ローパルに活躍できる能力

(2)電気電子工学技術の利用にかかわる実践的な課題を解決するための方法を自ら見出し、そ

の方法を論理的に説明する能力

3目カリキュラムポリシー

電気電子工学専攻では、その教育理念に基づき高度の専門性を修得し、実践力、応用力を身に

つけた人材を養成するため、以下の方針に基づいてカリキュラム編成し、教育を実施します。

[教育課程の編成の方針]

(1)専門的知識を体系的に獲得させ、様々な社会の要請にこたえる即戦力・実践重視の教育を

行います。
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[実施の方針]

(2)工学に共通な MOT科目や技術倫理科目を配置し、グ、ローパノレに活躍できるよう複数の履修

モデルを設定します。

(3)各科目の到達目標、授業計画、成績評価基準、成績評価方法、ならびに単位取得要件はシラ

パスによって周知します。

(4)授業は、内容に応じて講義、演習、セミナー、実習の形態とします。

(5)複数指導教員制を導入し、修了要件の判定に客観性をもたせます。

4.履修モデル

モデルA: 新しい学問領域の創造を目標として、新規半導体・光機能性材料・ナノ構造材料、な

どの機能物質を創生し、原子・分子レベルの精度で制御する技術を開発し、エレクトロ

ニクス、フォトエクス、エネノレギー変換に関わる新技術の創出を目指す。

モデルB: 電子システム・集積回路、情報・通信を含む電子システムに関する基礎及び応用技術

を修得する。

モデル C: エネルギーの発生と有効利用に関する技術、並びにそれらを支える周辺技術を修得

する。

モデル D目 電子技術と情報技術の融合による新たな知能システムの実現を目指し、数理モデ、ノレ

を構築する手法を用いて、ソフトウェア・ハードウェアデザインのための技術、並びに

システムを制御する技術を修得する。

太陽電池関連分野特別履修モデル:太陽電池の作製方法や作製された太陽電池の性能評価方法、

システム設計技術を修得すると共に、実際の現場での課題を分析し対応できる実践技

術を身に付ける。

履修モデルを学部からの関連でみると表 1のようになる。
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日

A
コ
l
ス

B
コ
l
ス

モデ/レA

モデル C

モデルB

モデルD

表 1 履修モデル

1年前期 1年後期

光エレクトロニ
レーザー応用工学

クス材料工学

固体物理学
半導体物性特論

(女)

光エネルギー 先端半導体デ、パイ

応用工学 ス特論(女)

ナノ構造光電変換

デバイス工学

半導体評価技術概

論

薄膜結晶成長工学

ロバスト制御特
レーザー応用工学

百荷

電力システム工

学特論

電離気体工学

知能情報処理回
回路合成論

路

光通信システム

信号処理論

知能情報処理回 自律移動システム

路 (肯)

神経回路網特論 ロボット・ハンド

(女) リング(女)

数値電磁界解析 信号処理論

画像処理論

女他専攻科目 * 奇数年度開講
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太陽電池関

連分野特別

履修モデル

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期

国体物理学
半導体物性特論

(女)

先端半導体デパイ

ス特論(女)

ナノ構造光電変換

デ、パイス工学

太陽光エネノレギー 太陽光エネルギー変 太陽光エネノレギー 太陽光エネノレギー

変換工学特論 換特別セミナー 変換工学特論 変換特別セミナー

(* ) (* ) (* ) ( *) 

電気電子工学特別研究 I(1年) 電気電子工学特別研究n(2年)

インターンシyプ 電気電子工学特

長期インターンシップ 別セミナー

技術経営と MOT and Venture 

へ"チャーピ γ*^~曲 Business 

知的財産管理と

技術者倫理

女:他専攻科目 * 年次に関係なく、奇数年度開講
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表 2 各授業と履修目標

科目
履修目標

(a) (b) ( c) (d) (e) (f) 

光エレクトロニクス材料工学 。
固体物理学 。
先端半導体デバイス特論 。
光エネルギー応用工学 。 。
薄膜結晶成長工学 。
レーザー応用工学 。
ナノ構造光電変換デバイス工学 。。
半導体物性特論 。
半導体評価技術概論 。。
電力システム工学特論 。
ロノ号スト制御特論 。 。
電離気体工学 。 。
知能情報処理回路 。
画像処理論 。 。

」

信号処理論 。 。
回路合成論 。
光通信システム 。
神経回路網特論 。
ロボット・ハンドリング 。
数値電磁界解析 。
自律移動システム 。。
太陽光エネルギー変換工学特論 。
太陽光エネルギー変換特別セミナー 。 。
電気電子工学特別研究I 。 。 。 。 。
電気電子工学特別研究II 。 。 。 。 。

表3 学部の学習目標と大学院修士課程履修目標との関連

学部の学習・教育目標(大項目) 大学院修士課程履修目標

A 基本・基礎知識の習得

B 基礎知識の応用能力の育成・強化 ( a ) 

C 課題探求能力、問題解決能力、デザイン能力の向上 (b)、 (c)、 (d)、 (e) 

D コミュニケーション能力の向上 (c)、 (f) 

E 技術者倫理教育の実践

F 生涯自己学習基礎能力の形成 (c) 
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5 電気電子工学専攻科目区分及び学年配当 0印は必修単位数を示す

科 開講時期・単位数 担当教員
目

授業科目 1年次 2年次 備考
分区

前 後 前 後
職名 氏名

光エレクトロニクス材料工学 2 教授横谷篤至

レーザー応用工学 2 教授窪寺昌一

国体物理学 2 教授前田幸治

機能性電 ナノ構造光電変換デ‘パイス工学 2 准教授吉野賢二

先端半導体デバイス特論 2 准教授西岡賢祐 応用物

材料子
理学専

半導体物性特論 2 准教授福山敦彦 攻開設

光エネルギ一応用工学 2 准教授甲藤正人

半導体評価技術概論 2 准教授境健太郎

薄膜結晶成長工学 2 准教授鈴木秀俊

回路合成論 2 准教授松本寛樹

光通信システム 2 教授横田光広

知能情報処理回路 2 教授淡野公一
電

信号処理論 2 准教授田村宏樹子
シ

画像処理論 2 准教授 Thi Thi Zin ス
ア 電力システム工学特論 2 教授林 則行
ム

ロバスト制御特論 2 教授穂高一条

電離気体工学 2 教授迫田達也

数値電磁界解析 2 准教授武居 周

神経回路網特論 2 准教授伊達 章 情報シ
ステム

ロボット・ハンドリング 2 教授佐藤 f台 工学専
攻開設

自律移動システム 2 准教授横道政裕

太陽光エネルギー変換工学特論
2 各 教 員 応用物

* 理学専

攻との

太陽光エネルギ一変換特別セミ 共同開

ナー*
2 各 教 員 設

* 年次に関係なく、奇数年度開講

ro 
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電気電子工学特別セミナ} 2 各 教 員

インターンシップ 1 教務担当教員

共通 長期インターンシップ 2 教授鈴木祥広

電気電子工学特別研究 I ④ 各指導教員

電気電子工学特別研究E ⑥ 各指導教員

技術経営とへやンチャt<γネス論 2 非常勤講師
修了要

MOT 件に 2

関 知的財産管理と技術者倫理 2 非常勤講師 単位ま

連
で認め

MOT and Venture Business 2 非常勤講師 る

計 ④ 55 ⑤ 2 

<Double Degree Program> 

These su~日ects 訂e opened for Double Degree Prograrn students. 

Required 

Course Title or Credit Instructor 

Selective 

Credits which can be accredited 10 

Basic Research on Ele凶 icaland 
Required 4 Supervisors 

Electronic Engineering 

Advanced Research on Electrical 
Required 6 Supervisors 

and Elec甘onicEngineering 

( 島凸凸) 

In甘oductorySolid State Physics 
Selective 2 All related stafお

(omnibus course) 

Survey of Computer Sciences and 

占号二

Communication Engineering Selective 2 All related staffs 

(omnibus course) 

a 。hb 
Survey of Circuits and Systems 

Selective 2 All related staffs 
(omnibus course) 

Selective 
Professor 

Electric Power Engineering 2 
N. Hayashi 

Quan旬mEnergy Engineering Selective 2 
Professor 

S. Kubodera 

Practical Control Engine氾，ring Selective 2 
Professor 

1. Hodaka 
Advanced Lecture on Image 

Selective 2 
Associate Professor 

Processing Thi ThiZin 

MOT and Venture Business Selective 2 Part-time Lecturer 

Total 36 
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< Special Program (SP)> 

Required 

Course Title or Credit Instructor 

Selective 

Advanced Research 1 on Elec甘ical
Required 4 Supervisors and Elec仕onicEngineering 

Advanced Research n on Electrical 
Required 6 Supervisors and Elec甘onicEngineering 

Solid State Physics and Materials 
Selective 2 Professor K. Maeda 

Science 

Nano Structure Photovoltaic Device Selective 2 
Associate Professor 

K. Yoshino 

Advanced Photonic System Selective 2 Professor M. Yokota 

Advanced Analog Integrated 
Selective 2 Professor K. Tanno Circuits 

Operational Amplifiers阻 dLine訂
Selective 2 

Associa旬 Professor

J 
Integrated Circuits H. Matsumoto 

Fuzzy System and Neural Networks Selective 2 
Associate Professor 

H. Tamura 

U帽8 EコL 

Advanced Lecture on Image 
Selective 2 

Associate Professor 
Processing Thi Thi Zin 

Electric Power Engineering Selective 2 Professor N. Hayashi 

Quantum Energy Engineering Selective 2 
Professor 

S. Kubodera 

In仕oductionto Conむ01Theory Selective 2 Professor 1. Hodaka 

Ionized Gas Engineering Selective 2 Professor T. Sakoda 

Professor 

E ∞ g E 

Research Skills Selective 2 C. Deguchi and 

Other Professors 

Professor 

Ethics Selective 2 C. Deguchi and 

Other Professors 

MOT and Venture Business Selective 2 Part -Time Lecturer 

Su~リects Opened in the Other 10 

Course or Graduate School mrunmum 

Total 48 
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6. 授業内容

|光エレクトロニクス材料工剰 (Opto・ElectronicsMaterials Engineering) 2単位

光(レーザー)、量子エレクトロニクスの応用に必要な光の物性、物質の光学的性質、光と物質

の相互作用などについて、講述する。特に最近の短川ノレスレーザーの発生に必要な光学材料、光

学技術について基礎的見地から詳述する。

lレーザー応用工制 (AdvancedL蹴 rEngine町ing) 2単位

半古典論による光と物質との相互作用をもとに広くレーザー発振の機構について講義する。特

に最近の超短パルス高強度レーザーが誘起する特異なエネルギ一応用について詳述する。

匝困(おli山崎町si田 ) 出 位

半導体デバイスを始めとする物質科学の基礎となる固体物理学の分野のうち、逆格子、固体の

結合、格子振動、比熱など学部の講義では詳しく取り扱えなかった分野を中心に講義を行う。

けノ構造光電変換デバイス工学I(Nano S加 cturePhotovoltaic Devices) 2単位

太陽光発電や情報通信機器などに用いられる、光電変換デバイスの高効率化のために用いられ

ているナノ構造について、その物性や応用技術の講義を行う。

l先端半導体デバイス特謝 (Adv阻 cedSemicond田 torDevices) 2単位

フラットパネルディスプレイ駆動に用いられる薄膜トランジスタや太陽電池といった半導体デ

バイスの先端技術について講義する。産業応用のための、高性能化・低コスト化を目指した技術

開発についても解説する。

伴導体物性特謝 (Adv血 cedSemiconductor Physics) 2単位

半導体の構造、電気的・光学的特性等の基礎物性について評価技術の観点からとらえ、概説す

る。さらに最近の研究・開発動向に関しでも講述する。

btエネルギー応用工明 σhotoni白血dEl田廿oni田:) 2単位

光エネルギーの高効率発生技術とその利用技術について教授する。特にマイクロマシンなどを

目指したナノスケール光加工やナノスケール表面改質技術について講義する。

l半導体評価技術概剰 (Introduction旬 Semi∞nductorCh町 acterizatio田市民hniqu田) 2単位

半導体デバイス開発において、その材料開発からデノ〈イスの完成に至るまでの様々な段階でど

のような観点からどのような評価を行う必要があるか、半導体物性を基礎として講述するととも

に、その評価技術について概説する。

時膜結晶成長工学I(Thin Film Crystal Growth) 2単位

半導体結晶の薄膜をナノスケールで堆積しデバイス化する手法とその物理に関して、太陽電池

等の実際のデバイス構造九の応用を紹介しながら概説する。
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匝亘蚕E圏量 (似Adva町叫r

半導体デデ、パイスを用いた能動四端子回路の合成に関するテ-マで能動フイ/ルレタ、サンプリング

回路、 A/Dコンパータなどのインターフェイス回路設許について講義並びに演習を行う。

|光通信システムI(Optical Communication Sy~臼m) 2単位

現在の通信システムの主流である光通信システム及び関連した内容について講述する。光導波

路中の光波伝搬、分散特性、結合特性、通信システム設計に関する英語論文の輪講により最新の

知識を習得する。

|知能情報処理回路I(Intelligent Information Pro回目ingCirc凶岱) 2単位

人間の脳に類似の情報処理を行う集積回路の設計の基礎について講義する。特に、アナログ信

号に基づいた信号処理方式並びに回路設計技術について講義する。

極圏 ιe…ImageP…時) 2単位

コンピュータによるディジタル画像処理は、画像強調、特徴抽出、表示および符号化に大別さ

れる。前処理(基本的な画像処理)、一般物体認識、画像検索や人物抽出(背景差分)、行動解析な

どのテーマについて講述する。

直至墨画 (Adv印刷l田tureon Signal Processi咽 2単位

信号を計測、解析して処理を行う信号処理の基礎技術について講述する。本講義を通して、主

に生体信号の信号処理を行うための基本的な技術について理解することを目的として講義する。

|電力システム工学特論I(Adv叩 ced日ec廿icPower System Engineering) 2単位

電力システムで現れる異常電圧現象(サージ現象)、電繊界と生体との係わりなど、自然現象と

電力システムとの係わりなど、電力システムに関わる電磁環境問題について講義する。最近注目

されているスマートグリッドにおける電磁環境問題に付いても触れる。

直面国(IonizedG酪 E時ineering) 2単位

プラズマ(電離気体)は、気相の原子や分子が電子とイオンに電離した状態であり、常温気体

に比べて高いエネルギー状態となっている。講義では、電離気体を構成する粒子問の衝突現

象、輸送現象について学習した後、生成方法や各種応用技術について理解し、修得する。

l数値電磁界解析I(Num町icalElec甘omagneticField Analysis) 2単位

数値電磁界解析は、今日の電気・電子機器設計において日常的に用いられている。本講義を通

じて、数値電磁界解析を理解し正しく利用する際に不可欠な各種技術を習得する。数値解析手法

として、その代表である有限要素法について取り上げ、物理学・数学的背景からプログラミング

技法までを深く習得し、実際のものっくりにおいて十分に活用可能な知識・技術を身につける。

iロバスト制御特論I(Robust Control) 2単位

ロバスト制御とは、様々な変動に対してロバストな(頑強な)制御系を設計することを意味す

る。本特論では、その考え方や理論体系、計算法について講義する。
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仲申経回路網特謝 (Advanced Lecture on Neural Netw町ks) 2単位

学習・記憶などの機能をもっ神経回路網モデルについて講義する。また、月歯科学の最先端の話

題についても解説する。

|ロボット・ハンドリン例 (Roboticsf1町Ma旬rialHandling) 2単位

工場内で部品の移動に用いられている 2軸及び3軸のロボットアームをとりあげ、手先位置か

らジョイントの変位を求める逆運動学並びに障害物回避を考慮したアームの軌道計画に関する数

値計算の方法について講述する。

|自律移動システム1 (Intelligent Mobile Systems) 2単位

本講義では外界からの情報をセンサにより受け取り、エフェクタによって動作する知的エージ

エントの種類、評価、及び設計法について概観する。特にカメラや赤外線センサなどをセンサと

して備え、モータや車輪などをエフェクタとして実環境を移動する自律移動ロボットの設計にお

いて必要となる諸技術の習得を図る。

|太陽光エネルギー変換工学特謝 (Study of Solar Ene屯yConv，町田on) 2単位

シリコンや CIS太陽電池材料の光学的性質、太陽電池の光起電力効果、太陽電池の変換効率

の算出等、近年注目されている太陽電池による自然エネルギ一利用技術について講義する。

|太陽光エネルギー変換工学特別セミナ-.1(Seminar of Sol町 En町gyCo町四回ion) 2単位

太陽電池の作製、ソーラーシミュレーターによる太陽電池の変換効率の算出等を実習させ、さら

に太陽電池モジュール化、システム設計、二次電池、集光技術などの太陽電池の周辺技術に

ついても講義する。

i電気電子工学特別セミナーI(Advanced Se四 in町 onEI旧ctricaland EI田 tronicEngineering) 2単位

他研究科、他大学、企業、独立法人の研究所で行われる電気電子工学に関する特別講義である。

電気関係5学会、地域共同研究センタ主催の特別講義、本学以外で開催される講演会の受講を含

む。 2年間 15回以上受講し各受講毎にレポートを提出する。

|インターンシッ苅(Internship) 1単位

1-4週間、地方自治体、企業などで研修し、研修成果をレポートとして提出する。学生教育

研究賠償責任保険加入が義務づけられている。

|長期インターンシッ苅(Long-termInternship) 2単位

インターンシップよりも長い期間にわたって実際の現場における設計や試作等を通し、その組

織の一員として責任を持って計画・行動する態度および倫理観を養う(社会性・人間性の教育)。

また、これまでに学んだ知識を活用するとともに、新たな技術に関しても積極的に修得すること

で、長期インターンシップにおいて設定された課題や問題を解決する経験を積む。この経験を通

し、課題探求及び解決能力を養う(専門性の教育)。

|電気電子工学特別研究 II (B田 icRe田 町chon Electrical and Electronic Engineering) 4単位

各教員の指導の下に研究テーマを決め、関連する参考論文を読み、発表し、実験や解析、設計

を行う。最後にその成果を報告する。学生教育研究災害傷害保険加入が義務づけられている。
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魔気電子工学特別研究EI(Advanced Research on Electrical and El由加nicEngineering) 6単位

電気電子工学特別研究第1の成果を基に、そのテーマについてさらに研究し、その結果を修士

論文として提出し、論文審査を受ける。学生教育研究災害傷害保険加入が義務づけられている。

阪術経営とピンチャーピグね論I(Manage四 entofTechnology and Ventu問 Businesses) 2単位

産業経済活動のグローバル化の中で、工学・技術分野の大学院教育では、従来の工学専門教育

にとどまらず、技術経営やベンチャービジネス等に関する学習を進めることは急務とされている。

本講義では、科学技術と社会経済システムに関するセンスを磨き、起業家スピリットを持ち、地

域経済や社会に貢献できる人材を養成することを目的とする。これらの講義を通じて、技術者に

求められるリーダーシップの重要性を理解し、積極性・主体性・責任感等を溜養する。

|知的財産管理と技術者倫瑚 (Intellec旬alPrope均rManagem崎凶阻ldEngi田 町'sMorals) 2単位

知的財産権(特許)について、初歩的な知識から流通に至る応用までを詳述する。さらに、技

術者としてのモラルについても講義する。

|MOT and Venture BusinessI 2単位

This course explores the basis of Management of Technology (MOT)阻 dVenture business. It introduces 

∞ncep側副 frameworksbased on cutting-edge studies in corporate stra旬gyand organization. The students 

will gain an in-depth understanding of how to deve10p strategies for managing techno10gies in their firms 

and how to app1y m阻 ageria1skills such田 po凶olioinves!rnent and quality contro1 through c田 estudies and 

gro岨pdiscussion 

本コースは技術経営とベンチャービジネスの学習を基本とするものである。経営戦略と企業組

織の先端的研究成果を紹介しながら、技術経営に関する戦略の立案ばかりでなく、グループディ

スカッションやケーススタディを通じて投資のポートフォリオ理論や品質管理など、経営技法の

教育を英語で行う。

Following subjects ar官 openedfor Double Degree Prograrn students. 

|ドIr川n社帥t
The ai心moftぬhisc∞ours鵠e1阻stω刀 1e悶a町r四na ba部Sl叫cp戸r皿cip1eof吐也1esolid sはt副ephys討ic白st白ha'抗tlead u凶喝 tωo deve10p the n田ew

向ncti旧on凹1旧a叫1phot旬o-e1ect釦ronicdevices. The lecture includes the topics given be10w 

Crystal s回 ctureof the solids， Crystalline and amo叩housmaterials， Light and X-ray wave propagation皿d

sca世eringin solids， Lattice vibrations， Introductory qu印刷皿 mechanicsfor se岨 iconductorphysics， 

Electronic band struc羽田of semiconductors， Elec甘on甘ansportprope此iesof semiconductors， Concepts of p-
n junction， bipol町田dMOS甘叩討stors，Princip1es of energy conversion elec甘onicdevices， Operating 

m田 hanismofLED， laser and solar cells， Advanced n叩 os甘uc加redevicesおrenergy conversion. 

ISurvey of Computer Sciences and Communication Engineering (omnibus course) 

Selective Subject (2 credits) 

1. Data mining for environmental prob1ems 

The data mining is introduced as an approach of the computer science. In the session， we app1y the 

approach to由eenvironmenta1 observations. Considering beginners， the photographic image processing is 
1ectured. 

2. Communication Systems 

This co町 seis a fundamenta1 course of the communication systems， inc1uding the叩 alogand digital 

signals processing 

Analysis of Signals， Amp1itude and Angle Modu1ation， Pulse Code Modu1ation， Digita1 Carrier Systems 
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lSu附 YofCi剛 tsar1d Sy蜘 ns(omnibus∞urse)1 Selective Su切削2悶 di臼)

1. Operational amplifiers and linear integrated cir叩出

One of血emost versatile and widely used elec廿百licdevices in linear applications is the op町ational

amplifier. They町epopular because of being low cost， easy to use， and抗mto work with， which allo附 to

you to build useful circuits without the need 加畑ow加 ircomplex internal circui町.

2.F氾zzyLogic Con甘01and Controller Design 

This su吋ectlectures on Fuzzy Logic Con加 1that con旬ms白eFuzzy Inference M目的d.In addition， the 

se喧lInarofthis subject that uses prograrn language(C，Visual C++ or Visual Basic) is executed for白eability 

of applicati旧ns. Ne法t，this subj ect lectures也edesign of MIN and MAX circuits， membership function 
circuits， defuzzification circuits for fuzzy controllers. 

|E刷 ricPower EngineeringIs批 tiveSu切削 (2credits) 

This ∞urse provides the introductory lecture on the electr皿 powerengineering. F切ldame沼ltalsofthe following 

it町田町especially lectured: the method of elec甘icpower conversion from bo白 theco肝 entionaland 田川 energy

sources， the method阻 dstabiliザofthe transmission and dis廿ibutionsystems of electric en町gy，出emethod and 

roll of electric energy storage， the power system甘'ansientdue to the lightning and switching， the electromagnetic 
compatibility caused bヴtheelectromagnetic expos町田， and the enviromuental issues associated with the power 

sys悼m目 Somerecent topics on也epower system will be also outlined目

huantum Energy Engineer阿 1Sel田 tiveSu吋叫(2 credits) 

1 will empha田zeapplications on quantum energy devices such as lasers and photonic dev阻es.Topics include: 

electromagnetic由eo巧"dispersion theory， semi-classical radiation theory， wave伺particleduality， Schroedinger's 
equation， laser oscillati旧n四 darnplification， applic副i叩 soflasers四 dphotonic devices目

|炉P刷 icぬ倒a剖ICon川蜘削1吐的削t加刷m削IE町白陶n開岬1羽gin鵬eω悶酬帥釘凶帥rir同n附IgIs制el出l削叫i同明 s釦u吋削 (2 悶必伽臼同) 

百lislecture is designed to serve as a co町 sein control engineering especially for elec仕icaland el田甘omc

engineering百lislecture 問 viewsthe fundamental con甘01theory and its practice. It is our intention to minimize 

ωlearn也e吐leorybut maximize to uoderstand也eIn1plication of由eorythrough叩 electroniccircuit simulator 

called SPICE. Each student will operate也eSPICE simulat町 torealize various con甘'01systems into electronic 

cir叩 its.This willlead students to obtain a pract目alway ofthinking in control engineering. 

hdvanced Lecture on Image Pro仰邸悶馴lげ『

The p旧 poseof由1目slecture i包st旬oprovide the t由he叩or問etω1おc悶al阻 dpractical basic p戸rincipμle田s0ぱfima匂畠eproc田e田ssi包ng

techniques. This course intends旬 designand develop the applications which play important roles in m叩lyaspects

of our life. 

|MOT and Venture Busi悶 s1 Sel出 iveSu吋則。 credi包)

This course 田 ploresthe ba拙 ofManagernentofTechnology (MOT)阻 dVentu問 businessぃItintroduces 

concep制d企anJeworksbased on cutting-edge studies in corporate stra胞U 阻 do沼 田ization.The students 

will gain an in-de恒thunderstanding of howωdevelop strategies for managing technologies in their firrns 

and how to apply m阻 agerialskills such田 portfolioin羽 strnentand quality con加 1through case studies and 

group dis叩 ssion.
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Following subjects 佐官 op巴nedfor Special Program students. 

dvanced R開 arch10日 lectri倒 andElectronic Engineering1 Required叫田t(4credi臼)

This is for the researches ofElec甘icaland Electronic Engine町 ingfor∞mpletingMaster Thesis under 

supervisors. This aims to develop白efollowing abilities; 1) understanding professional articles叩 d

academic papers and 2) communication skills. 

dvanced Research 11 on Electrical and Electronic Engineeri叫Requiredsu切ect(6 credi臼)

This is for白eresearches ofElectri旧alandElec甘onicEngine町 ingfi田 completingMaster Thesis under 

supervisors. This aims to develop世leおllowingabilities; 1) communication skills and 2) completing the 

Master Thesis. 

h仲阿阿01州lidω州S割t泊凶a討tePhy恥刷ν肺判s剖icsand 

The aims oft白hecour凶se町 eintroduce of t白heSolid St防a祇I旬ePhysics based on the Material Science. The lecture 

includes the contents of atom， crystal， crystalline defects and a basic understanding of intrinsic and extrinsic 

semiconductors 

|Nano Structure Photovoltaic Dev吋SelectiveSubj削 (2credits) 

Material science and characterization of nano s甘uc旬reofphotοvol切回 devicesuch as solar cell is 

learned. Advanced technology of solar cell is also learned. 

トdvancedPhotonic Sy蜘 m1Sel削 veSu同制。m 伽)

This class 0節目 thebasic and advanced photonic systems. At first， the propagation阻 dcoupling 

phenomena in the photonic waveguide are discussed企omthe mathematical and numerical view points. 

After that， the photonic systems including the functional devices are introduced. 

同V凋anc悶ceωdA削n悶1閣a剖|口珂gl附川陶e句叩g抑「悶剛a針も恰刷e凶dCαi加rCIαωu脂 IS匂e出le胤刷刷e田削叫c叫tiv唱吋吋SI釦純州u均刈岬1均刈仲h切恥j片e州c

This c∞ou旧rs問et旬eac仙4必le白so∞nthe d白es討ignofana祖alogi加nt旬x怠~grat旬ed circuits with an emphasis on CMOS 

technology. After a brief問viewofel同 tricand electronic circuits， this course lectures on MOS 

transistor based b旧ildingblocks including current mi町-ors，differential arnplifiers，合equencyresponse， 
feedback circ唱its，ba閣内apreferen岬 circuits，etc. Stud田 twilllearn how to use SP1CE (Simulation 

Prograrn with Integrated Circuit Emphasis) for circuit design 

Pperational Amplifiers and Linear Integrated Circuits I Selective Subjectοcredi臼)

Operational amplifiers and linear in旬gr百tedcircuits are both fun and easy to use. 1t is the purpose of 

this lecture to show hゅweasy they町宮 touse in a variety of application inv唱Ivinginstrumentation， 
signal generation， filter and con加 Icir叫 its.

|ドFu昭zzySy蜘 n自附阻刷刷』汀r凶a

Thi阻sc∞o叩u町rs田ele巳c旬 問so∞n自白JZzylog悶 controla如ndneural networks， including吐le白zzyinference 

method and back propagation method. In addition， the 田 minarof this co岨rsethat uses progr田n

language(C， Visual C++ or Visual Basic) is executed for the ability of applications. 

-44ー



h凶d帥 nc悶ce剖dL回e帥c山tl加u町山a勾gePro蹴叫 |同Sel加刷郎削叫tive刊eS仙 巾s仇伽u向帥h

Thi目sc∞ou町rrs鴎eprov吋ide白s也et由:he回o即F問eticala飢ndpr.悶acti比calbasic principles of im白g伊声 processingtechniques. 

After introducing fundamental∞ncepts and common algorithms， we e刻印dto learn advanced image 

analysis methods. In addition， some practical applications in human behavior understanding， and 
content-based imag声searchsyst田nwill also be discussed. 

l同E日le郎制酬釧ct凶刷t廿肘ricP向owe叫 n羽gi同n問鵬eω町酬e町剖釧r同巾巾ir川n句IgISお制紬el出批le叫c

This c∞o叩u町rs問ep戸ro仰vide酎sthe in甘oduおcto凹Iザγle邸唱知問 O叩nthe electric po内附Ne町re聞ng以in問ee町ri泊ng.Some of 

fundamentals of theおllowingitems are lectu阻止 themethod of elec仕icpower conversion from both 

the conventional and new energy sources， the method and stability of the transmis田onand distribution 

systems of elec仕1Cpower energy，吐lemethod and roll of electric power storage，白epo岬 .ersystem 

transient d田 tothe lightning and switching，由。electromagneticexposures， and the environmental 
issu氾sassociated with the electric power systems. Some recent topics on the power system will be also 

outlined 

huantum Energy Engineeri叩 ISelective州制 。 悶 伽 )

Lasers町 eone of the most beauti白1optical energy devices that have been made possible with the 

knowledge of quantum mechanics. We study fundamentals oflasers with a help ofbasic quan旬m

mechanics. 

川rod叫 onto Con廿01TheoryI Selective刷出t(2 credits) 

This lecture reviews mathematical backgrounds to understand modem control出eory.¥¥司lile

theoretical asp田 tswill be the focus of interest， a pr田 ticalidea of control theory will be also 

discussed. 

llonized臼 sE時 ineeringI Sel制 i刊 Su附田tρcredits)

The goal of吐l1Sco叫rseis to understand charac飴risticsof ionized gases， plasma fcα百lation

techniques， and their indus廿ialapplications目 Thestudents will be able to characterize plasma 

parameters whiich con甘olop町ati∞ofplasmas叩.rc四 andoptimize白eplasma sources. 

h陣E鵬s瑚e伺ar附c凶hS制附附刷蜘州恥同|恰同slI S制d出批e叫c

This c∞唱旧町rseprovide白s廿由leskills 古おD町rlog忠1C悶althinking， setting engineering research topics， conducting 
literature田町ches，da拘 analysismethosd， construction og research framework， academic writing and 
presentation. 

函制ectiveSubj制問its)

This ∞urse provides tbe knowledge as engineer and researcher 0岨 theroles of ethics and science， 

independen田 asan engineer，問sponsi凶 ityおrsa防 andenvironment， lesson leamed from Tokaimura 
nuclear accident， Space Shuttle Columbia disaster叩 dso on. 

NOT and Venture BL馴 es51 Sel叫 ve州 制。αedi臼)

This co旧rseexplores the basis of Management of Technology (MOT) and Venture business. It introduces 

concep旬al世間le岬 orksbased on cu壮ing-edgestudies in co中oratestra旬邑yand organization. The students 

will gain an in-dep他国derstandingof how to develop s廿ategiesfor managing technologi田 in出eirfirms 

andhow ωapply managerial ski1ls such as portおlioinvestment and quality control through c田 estudies and 

group discussion. 
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W 土木環境工学専攻

1.教育目標

土木環境工学専攻では、自然と共生した社会基盤・生産基盤の充実や環境保全に貢献できる高

度専門技術者の育成を目指し、高度な専門知識の修得と研究開発能力の養成を教育目標とする。

そのために、①土木構造物の建設・維持管理、②水環境の保全・修復と廃棄物の安全な処分、及

び③生活・生産環境整備のための計画手法に関する専門知識を習得させる。また、社会のニーズ

を察知し、課題を設定し、解決できる能力を育成する。さらに、上記の専門分野に関して、豊か

なコミュニケ}ション能力を有し、国内外で活躍できる人材を養成する。

このため、本専攻では、履修目標として以下の項目を定めている。

a) 建設構造工学を基本とする履修目標

土木構造物の機能や性能を評価する技術を開発するにあたって、基礎となる構造工学、地盤

工学、水工学及び材料工学に関わる専門分野について教育・研究を行い、土木構造物の建設・維

持管理に関する能力を養成する。

b) 環境制御工学を基本とする履修目標

水環境の保全・修復、及び廃棄物の安全な処分の技術開発を行うにあたって、基礎となる水

処理工学、廃棄物工学に関わる専門分野について教育・研究を行い、水環境の保全・修復と廃棄

物の安全な処分に関する能力を養成する。

c) 環境計画学を基本とする履修目標

安全で快適かつ環境にやさしい生活・生産環境の整備のための解析・計画策手法、及びその

実務上で必要となる工学分野に関する教育・研究を行い、持続可能な社会づくりのための能力を

養成する。

d) Educational objective ofLinkage Progr田n(LP)，Double Degree Progr創n(DDP)and Special Program for 

Foreign S加dents(SP)

These progr田ns訂'eto develop the abilities and skills of regional pl町ming，environmental 

conservation， disaster p四ventionp加mingand civil and environmental engineering. 

2 ディプロマポリシー

土木環境工学専攻では、大学院所定の単位数を修得し、且つ、修士論文審査と最終試験におい

て、学術研究の取組状況と研究成果から、下記の高度専門技術者としての能力を身につけたこと

が確認された合格者に対して修士課程の修了を認めると同時に、修士(工学)の学位を与える。

(1)土木環境分野に関する高度な専門知識を修得して応用できる能力

(2) 自然と共生した社会基盤の充実に関する技術・研究開発能力

(3)技術・研究開発を通じて必要となる日本語、英語によるコミュニケーション能力

3 カリキュラムポリシー

土木環境工学専攻では、その教育理念に基づき、自然との共生を図りつつ生活・経済・安全を

支える社会基盤の充実に貢献できる高度技術者を育成するため、以下の方針に基づいてカロキュ

ラムを編成し、教育を実施します。
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[教育課程の編成の方針]

(1)高度な専門知識を習得するために、専門分野ごとに履修目標を定め、履修目標を達成できる

ように科目を設置します。

(2) 自然と共生した社会基盤の充実に関する研究開発能力を育成するために、特別研究を設置し

ます。

(3) 日本語と英語によるコミュニケーシヨン能力を養うために、プレゼンテーションを行う科目

を設置します。

(4)工学と農学の融合を図るため、農工連携科目を設置します。

(5)教育の国際化を図るために、英語により授業をおこなう科目を設置します。

【実施の方針]

(6)各授業科目について、シラパスで到達目標、授業計画、成績評価基準、成績評価方法を明確

にし、周知します。

(7)成績評価基準、成績評価方法に基づき厳格な評価を行います。

(8)研究開発能力を育成するために、研究計画を作成し、指導教員がアドバイスします。

履修目標と科目の対応表

履修目標 専攻必修科目 履修することが特に 履修推薦科目 共通科目 MOT関連科目

望ましい科目

a)建設構造工 構造力学特論 環境システム工学特論

学を基本とする 地盤工学特論 最終処分設計論
技術経営とベン

履修目標 地盤数値解析特論 地盤環境工学

海岸環境工学特論 地震工学椅論
応用生態学* チャービジネス l 

土木環境工学 コンウリート工学特論
論

b)環続制御エ 特別研究I 環境システム工学特論機 海岸環境工学特論
特別実習 知的財産管理と

学を基本とする 最終処分設計論 地盤環境工学

履修目標 土木環境工学 物質移動論
技術者倫理

c)環境計画学 特別研究H 地盤環境工学 環境システム工学特論
長期イン聖一ンシ MOTand 

を基本とする履 地震工学特論

修目標 社会基盤災害軽減工学
ツプ Venture 

交通計画特論
Business 

数理計画特論

d)Linkage Program(LP)，Double DegreeProgram(DDP) and 5pecial Program for Fore国n5tudents(5P) 

5ee Append;，( for the subjects 

*農工連携科目
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4.土木環境工学専攻科目区分及び学年配当 0印は必修単位数を示す

科 開講時期・単位
担当教員

目 数

区
授業科目 1年次 2年次

備考

分 前 後 前 後
職名 氏名

構造力学特論 2 教授今井富士夫

喜建造
地盤工学特論 2 准教授瀬崎満弘

海岸環境工学特論 2 准教授村上啓介

コンクリート工学特論 2 准教授李 春鶴

環
環境システム工学特論 2 教授鈴木祥広

境
最終処分場設計論 2 教授土手 裕

市j

御
物質移動論 2 教授土手 裕

地盤環境工学 2 教授亀井健史

地震工学特論 2 教授原田隆典

社会基盤災害軽減工学 2 教授原田隆典

交通計画特論 2 教授出口近土

数理計画特論 2 准教授嶋本 寛

応用生態学(農工連携科目・兼担科目) 2 教授西脇 E也

特別実習 1 各 教 員

通共
長期インターンシップ 2 各 教 員

土木環境工学特別研究 I ④ 各 教 員

土木環境工学特別研究E ⑥ 各 教 員

MOT 
技術経営とぷンチャーヒ守γネス論 2 非常勤講師 修了要

千平に 2
関 知的財産管理と技術者倫理 2 非常勤講師 単位ま

連 で認め

MOT and Venture Business 2 非常勤講師 る

計 ④ 33 ⑥ 2 

注)科目によっては都合により開講されないことがあります。
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<Link_age P型宣型111(LP)，旦塑ble0里宣塑 Prog坦aJDDP)坦dSpecial_Program (SP)> 

Required 

Course Title or Credit Instructor 

Selective 

Credits which c叩 bea∞redited 10 

Advanced Research I Required 4 Supervisors 

Advanced Research 11 Required 6 Supervisors 

Advanced Regional and City 
Selective 2 

Professor C. Deguchi， 
Planning Part-time Lecturers 

Proj ect Management for 
Selective 2 

Professor C. .Deguchi， 
Infrastructure Development Part-time Lecturer 

Advanced Transportation Planning Selective 2 Professor C. Deguchi 

ー・∞国同8 EL Environmental Planning and Waste 
Professor Y. Dote and 

Selective 2 Assoica旬 Professor
Management 

c!d T. Sekito 

弘I Water Quality Engineering Selective 2 
Professor 

Y. Suzuki 

Coastal Planning for Disaster 
Selective 2 

Associate Professor 

畠~ 
Prevention and Conservation K.Murakami 

EPraervtheqnutiaokn e PElnan gineering and Selective 2 Professor T.Harada 

，-凸且a口。)
Prevention Planning 

Advanced Geotechnical 
Selective 2 Professor T. Kamei 

Engineering 

占EgD : h 

Construction Structures and 
Selective 2 

Professor F. Imai and 

Materials* Assitant Professor K.Onoue 

Tunnel Engineering* Selective 
Associate Professor 

意同~ 
2 

M. Sezaki 

Durability of Concrete* Selective 2 
Associate Professor 

C.Li 

Research Skills* Selective 2 
Professor C. Deguchi 

and Other Professors 

Ethics* Selective 2 
Professor C. Deguchi 

and Other Professsors 

MOT and Venture Business Selective 2 Part-time lecturer 

Subj ects opened in the other Course 

or Graduate School， ifthe 10 
supervisor agrees to take credits 

Total 58 

* These subjects are opend exclusively for SP. 
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5 講座案内

|建設構造講座|

土木構造物を合理的に設計するためには、構造物の機能や性能を適切に評価するための技術が

重要となる。また、環境に調和した建設材料の開発も必用である。本講座では、土木構造物の機

能や性能を評価するための技術の開発にとって基礎となる構造工学、地盤工学、水工学及び材料

工学にかかわる分野について教育・研究を行う。

|環境制御講座|

水環境の改善を目的として、物理化学的水処理と生物化学的水処理技術、廃棄物の処理・処分、

生態系を損なわない環境システムの開発とその応用などについて教育・研究を行う。

陳境計画講劇

本講座では、社会資本と人間活動・行動の関連の解明、ならびに自然・社会環境データの調査・

解析・処理技術など、情報科学や社会科学にまたがる領域を対象にして、安全で央適かっ環境に

やさしい生活・生産を整備するための理論や手法に関する教育研究を行なう。

4.授業内容

|コンクリート工学特論I (Advanced Concrete Engineering) 2単位

フレッシュコンクリートの特性ならびに硬化コンクロートの強度や乾燥収縮、クロープ、ひび

われなどの力学特性を論ずるとともに、コンクリートの劣化要因と水密性や耐久性との関連につ

いて講義を行う。

構造力学特論I (Advanced S甘ucturalAnalysis) 2単位

有限要素法の基礎的理論及び実社会で使用されている解析ソフトによる解析を行う。

1.有限要素法の基礎知識

2.解析ソフトによる非線形解析

匝亙主主圃 (Geote伽 icalEngineering) 2単位

構造物の基礎、地中構造物の設計の基礎となる力学及び解析法を修得させる。

悔岸環境工学特論I (Adv血 cedCoastal Engineering) 2単位

水面波の理論と、それにもとづいた浅海域での波浪変形、及び長周期の波と水位変動に関する

講義をおこなう。また、沿岸過程について述べ、海岸侵食及びその保全対策に関して講義をおこ

f孟う。

|環境システム工学特論|但nvironrnentalSystem Engineeri瑚 2単位

水環境における複雑な系を理解するとともに、環境保全と水質浄化に関する要素技術を習得す

る。同時に、水質特性の評価・解析のための測定技術の応用を体得する。

陵終処分場設計論I (W田teLandfill Site Construction and Manageme凶) 2単位

持続可能な発展のなかでの最終処分場が占める役割、最終処分場の概要、最終処分場建設のた

めの事前調査、施設設計について学ぶ。
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匝亙画 (MassTran蜘 ) 2単位

土壌・地下水での汚染物質の移動現象、主要な反応、移動方程式とその数値解法、および拡散

制御技術について学ぶ。

陣盤環境工学I(Advan田dGeoenvironmental Engineering) 2単位

地球化学的性質に基づいた地盤の堆積環境評価手法について学ぶとともに、その応用例を説明

する。また、リサイクル材料を有効利用した新しい地盤材料の開発内容について講述する。

凶震工学特論I(Advan田 dEarthquake Engineering) 2単位

弾性波動理論とその地盤・基礎の振動問題並びに震源特性を考慮した地震動作成問題への応用

を講述する。

除士会基盤災害軽減エ明 (Dis田ter-Mitigation Engineering for In企出回ctures) 2単位

自然災害と社会基盤災害の歴史・概要を眺め、設計荷重と再現期間などの確率・統計理論、ネ

ットワークと要素の破嬢確率、リスクマネジメントの考え方、航空機事故等のヒューマンエラー、

事故と組織の問題、技術者倫理等の話題を講述する。

|交通計画特論I(Advanced Transpo耐 i叩 Planning) 2単位

交通計画の意義と役割を論述するとともに、需要推定手法、交通行動モデル及び最新の交通政

策を学ぶ。

|数理計画特論!例制hematicalProgramming) 2単位

社会資本整備計画における数理計画の役割を論述するとともに、数理計画法の基本原理とコン

ピュータを用いた計算手法の理解を深める。

匡亘亘理 (AppliedEcology) 2単位

生態系管理計画に関する知識を身につけ、応用生態学において問題となるテーマを発見させる

とともに、生態系管理計画に関する実践的な知識と考え方を身につける。

匡亙重量 (Exten削 Exercise) 1単位

学外の官庁や民開会社での実務経験を通じて土木環境工学の応用技術を学ぶ。

|長期インターンシップ1(Long品 rmInt悶ぬip) 2単位

インターンシップよりも長い期間にわたって実際の現場における設計や試作等を通し、その組

織の一員として責任を持って計画・行動する態度および倫理観を養う(社会性・人間性の教育)。

また、これまでに学んだ知識を活用するとともに、新たな技術に関しでも積極的に修得すること

で、長期インターンシップにおいて設定された課題や問題を解決する経験を積む。この経験を通

し、課題探求及び解決能力を養う(専門性の教育)。

比木環境工学特別研究 II (Advanced Research on Civil and Environmental Engineering 1) 4単位

特定の研究テーマに関して、各指導教員の指導のもとに関連する参考文献調査をおこなうとと

もに、実験、解析および調査を実績してとりまとめをおこなう。
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|土木環境工学特別研究EI (Advanced Rese眠 hon Civil and Environmental Engine町ingII) 6単位

土木環境工学特別研究 Iで実施した研究をもとに、その内容をさらに発展させた研究をおこな

い、その結果を修士論文としてまとめるとともに内容を発表する。

l技術経営とインチヤーピグね論I(Management of Technology阻 dVerr加問B田 i回目es) 2単位

産業経済活動のグローバル化の中で、工学・技術分野の大学院教育では、従来の工学専門教育

にとどまらず、技術経営やベンチャービジネス等に関する学習を進めることは急務とされている。

本講義では、科学技術と社会経済システムに関するセンスを磨き、起業家スピリットを持ち、地

域経済や社会に貢献できる人材を養成することを目的とする。これらの講義を通じて、技術者に

求められるリーダーシップの重要性を理解し、積極性・主体性・責任惑等を溜養する。

|知的財産管理と技術者倫理I(Inte11ec旬alProperty Management and Engineer's Morals) 2単位

知的財産権(特許)について、初歩的な知識から流通に至る応用までを詳述する。さらに、技

術者としてのモラルについても講義する。

|MOT臼ndVenture Bu暗iness;1 2単位

This cou四eexplores the b制 sof Management of Technology (MOT) and Ventu問 business.It introd山田

concepωal frameworks based on cu口ing-edgestudies in co叩ora旬 stra旬gyand organization. The students 

will gain an in-depth understanding of how to develop stra旬giesfor managing t田 hnologiesin their firms 

and 凶 wto apply managerial skills such田 po目白blioinvestment阻 dquality control 伽 oughcase studies and 

group disc羽田ion.

本コースは技術経営とベンチャービジネスの学習を基本とするものである。経営戦略と企業組

織の先端的研究成果を紹介しながら、技術経営に関する戦略の立案ばかりでなく、グループディ

スカッションやケーススタディを通じて投資のポートフォリオ理論や品質管理など、経営技法の

教育を英語で行う。

Following subjects a問 openedfor the students of Linkage Program from Indonesian 

universities， Double Degree Program and Special Program for Foreign Students. The subjects 
with symbol * (asterisk) are opened exclusively for the Special Program. 

同vancωRe鉛 arch1I Required Su吋e州 αedi臼)

'This is for the由民町chesof Urban and Regional Planning， Environmental Planning and Disaster 
Management Planning and Engineering for completing Master Thesis under supervisors. This aims to 

develop theお110明 ingabiliti田;1) understanding professional articles and academic pap町民 2)researching 

and solving social i田ues，and 3) communication skills. 

同四ncedResearch 11I Required Su切回t(6 credits) 

This is for the回田町chesof Urban and Regional Planning， Environmental Planning and Disaster 

Managem叩 tPlanning and Engineeringおrcompleting Master Thesis under 釦 pervisors.This aims to 

develop the fo11owing abilities; 1) researching and solving social issues， 2) communication skills，阻d

3)completing the Master Thesis. 

同vancedRegional and C肝 lann吋 Sel削 iveSubj刷。credi臼)

Understanding the sys旬ms如 dprocess of regional and city planning 
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Project Management for Infr百直tructureDevelopmen~ 8elective 8u句ectοcredits)

Understanding the project m叩 agem叩 tschemes， Private Finance Initiative (PFI) and Public Priva旬
Partnership (PPP) for d肝 elopingin世田町田知res

h凶附dωva附 dT悶剛n附1市即sp阿口rt恰凶a

Un凶derst旬an凶1叫d困出凶ngt廿ra庄節icenginee町ri泊ng組 d甘却s叩po側此a侃必tio叩npl加町m凶in噌gs叩ucぬh出 fおore右官c悶as剖tin略1沼gmethodof釘tr阻affi節icdemand，

叩 dre田nt甘叩sport低ionpolicies 

Environmental Planning and Waste Managemen~ 8elective 8ubject (2 credits) 

Understanding environmental issues and the effects of w出旬 managementskills and management policy 

Mater Quality Engi鵬 ringl 8出 ctive8u切削οαedits)

Understanding w百t釘 environm叩 tsystem and water quality analy討sfor preservation of wa旬r

environment and improvement ofwater treatment technology. 

|Coぉ talPlanning for Disaster Prevention and ConservationI 8elective 8ubject (2 credits) 

Understanding the mechanics of coastal disast志向叩ddisast疋rmitigation t国 hniqueon hardware 

in世田甘叩旬resand so世warecountermeasu問 S

Earthquake Engineering and Prevention PlanningI 8elective 8u同国t(2 credi臼)

Understanding eartbquake and earthquake induced damages; the methods of seismic hazard and risk 

analysis and zonation 

トdvancedGeoぬchnicalEngineeringl 8el叫 ve8u切削οcredits)

This lecture deals with gro旧ndimpro四 m叩 ttechniques. It involves the suitable soil impro明 mentmethod 

for each site can be selected depending on the period and cost ofthe construction and subsoil conditions 

Construction Structures and Materials *I 8elective 8ubject (2 credits) 

Understanding世leFini匂 ElementMeth由dσEl¥の，Nonlinear Analysis， Properties ofConcrete， Allowable 
8tress Design Method and Limit 8旬臼 DesignMethod for the e民 ctivedesign and construction of 

irr世田甘uc旬開S

hmn虐IEngi問 ring*1 8由加e8u句ect(2αediお)

Understanding吐legeneral問中I問 menおおrplarrning， re田町ch，design， cons廿uctionand construction 

management for m崎町1飽inturrnels 

|Durability of Conc陪刷 8el削 ive8u同制。 credi飴)

Understanding the wea白eringaction， chemical attack， abrasion， 0町田lyprocess of deterioration of concrete. 
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h脚 archSk川5*1 Selecti四州側ο制 i臼)

This∞urse provid田 theskills for logical thinking， se世ingengine唱ringresearch topics， conducting 
literatu出 田町ches，data analysis methods， c沼畑仕uctionof research frarnework， academic writing and 
presentation目

匝記 Sel出批le胤e白ctiveS 

This c∞o叩u路eprov吋ide田5the knowledge出 e叩ng副inee町r佃 dr問es悶e町cぬhe町ron the roles of ethics and science， 

independence as an engineer， responsibility for safety and enviromnent， lesson learned企omTokaimura 

nuclear accident， Space Shuttle Columbia disaster and so on 

NOT and Ventu同 l馴 e吋 S出 ctiveSubj叫 οcrediお)

This c叩 rseexplores the basis of Man偲e江nentofTI出加ology(MOT) and Venture busine田.It introduces 

∞nc句加alfrarneworks based on 叩仕ing-edgestudies in co叩orate5回 tegyand organization. The students 

wiIl gain an in-depth understanding of how to develop stra旬g防白rm血 agingtechnologies in their firms 

and how to apply managerial skills such as portfolio investment and quality control 伽 oughcase studies and 

group discussion. 
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V 機械システム工学専攻

1.教育目標

機械システム工学専攻では、「自然と人間と機械との調和」をキ}ワードとし、自然環境を大事

にし、資源循環型社会の実現を考慮した教育研究を行っています。具体的には、ものづくりの基

本である設計手法と生産技術の伝授とともに、それらの手法と技術を活用したエネルギー変換や

エネルギーの有効利用技術など様々な機械系の新しい分野の開拓にも積極的に取組んでいます。

さらに、総合的学際的教育研究を行うため学内外の研究機関の工学系・農学系・医学系の研究者

との連携も推進しています。これらの教育研究活動を通して、機械工学の専門知識に加えて、特

定分野において十分な知識を持っとともに、自ら目標を設定しそれを達成できる人材、研究・開

発を遂行できる人材、および、製造業のみならず、機械系関連分野での活躍もできる人材の育成

を教育の目標としています。

その目標に到達するため、本専攻における教育活動は、入学生が高度専門技術者としての「専

門知識Jr課題探求、問題解決能力Jr継続的な学習、主体的な行動能力Jr技術者の倫理と責任感」

「コミュニケーション能力」の 5項目を身に付けることを目指しています。その具体的目標は次

項に述べられています。

(1)機械と人や自然の調和を目指す機械システム工学に関わる高度専門技術者として、社会の発

展に貢献できる専門知識を身に付ける。

(2)複雑化する社会の中で、自ら課題を探求し、その解決に向けての専門知識を積極的に活用で

きる能カを身に付ける。

(3)高度専門技術者として、継続的な学習を積み重ね、自ら企画し主体的に行動できる能力を身

に付ける。

(4)自然と社会に対する技術者としての倫理観と責任感を身に付ける。

(5)チームワークのためのコミュニケーション能力を身に付ける。

2.ディプロマポリシー

機械システム工学専攻では、大学院所定の単位数を修得し、且つ、修士論文審査と最終試験に

おいて、学術研究の取組状況と研究成果から、下記の高度専門技術者としての能力を身につけた

ことが確認された合格者に対して修士課程の修了を認めると同時に、修士(工学)の学位を与え

る。

(1) 自然と機械との共存を実現する高度専門知識を有する機械技術者として、社会の発展に貢献

できる能力

(2)複雑化する社会の中で、自ら課題を探求し、その解決に向けて高度専門知識を積極的に行動

できる能力

(3)高度専門知識を有する機械技術者として、継続的な学習を積み重ね、自ら企画し主体的に行

動できる能力

(4) 自分の考えを論理的に説明することができるとともに、他社と協調して物事に取り組むこと

のできる能力

3.カリキュラムポリシー

機械システム工学専攻では、その理念に基づき高度専門知識を有する機械技術者を養成するた

め、以下の方針に基づいてカリキュラムを編成し、教育を実施します。
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[教育課程の編成の方針]

(1)高度専門技術者として、機械工学の高度な専門知識を学ぶための専門科目を設置します。

(2)身につけた知識や技能を統合・活用するとともに、主体的に課題を探求し、問題解決に向け

て取り組む能力を養うための科目を設置します。

(3)社会秩序や自然環境保護を踏まえ、技術者の債務を考える能力を育成する科目を配置します。

(4) コミュニケーション能力を育成する科目を設置します。

【実施の方針]

(5)各授業科目について、シラパスで到達目標、授業計画、成績評価基準、成績評価方法を明確

にし、周知します。

(6)身につけた高度な専門知識を活用・応用できるよう指導を行います。

(7)成績評価基準、成績評価方法に基づき厳格な評価を行います。

4.履修モデル

(1) 開講科目群

機械系学部教育と連携した機械専門科目及び高度な専門的機械応用科目を履修する。

本専攻の履修モデルは一つで、下記の開講科目 A群(専門基礎応用科目)、 B群(専門

関連領域科目)、 C群(専攻共通科目)より選択履修する。

A群
専門基礎 材料力学特論、機械カ学特論、熱力学特論、設計システム

応用科目 特論、機械加工学特論、機械振動学特論、 推進工学特論

B群
専門関連

計測制御システム、ロボット工学特論、生体医療工学特論
領域科目

機械システム工学特別セミナー I、機械システム工学特別

専攻共通
セミナ-n、機械システム工学特別研究 I、機械システム

C群
科 目

工学特別研究E、特別学外研修、長期インターンシップ、

技術経営とベンチャービジネス論、知的財産管理と技術者

倫理、 MOTand Venture Business 

d
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(2)教育目標と開講科目の対応

本専攻の教育目標と開講科目の対応を下記に示す。

機械システム工学専攻の教育目標と開講科目の対応

教育目標
1年 2年

前期 後期 前期 後期

:@材料力学特論

@機械カ学特論 : (③ロボット工学特論

i (⑤計測制御システム

!@機械振動学特論

1 高度専門技術者 0設計システム特論 l

として専門知識の 。機械加工学特論

修得 。熱力学特論

。推進工学特論

0生体医療工学特論 i
。機械シスァム工学特別セミナー I 。機械シスァム工学特別セミナ-n
0特別学外研修 :0長期イントンシッ7' 、

。機械シスァム工学特別研究 I @機械シスァム工学特別研究 E

。機械システム工学特別セミナー I 0機械システム工学特別セミナーE

2 課題探求、問題 。特別学外研修 !@長期イントンシッ7・
解決能カ 。設計システム特論 l

0機械カ学特論 :0ロボット工学特論

:0計測制御システム

3 継続的学習、主 。機械システム工学特別研究 I 。機械シスァム工学特別研究 E

体的行動 0機械システム工学特別セミナー I 0機械システム工学特別セミナーE

。技術経営とベンチ 。知的財産管理と技

ャービジネス論 術者倫理

4.技術者の倫理と

責任感
。MOTandV印刷問

Business 

0機械システム工学特別研究 I 0機械システム工学特別研究 E

。機械シスァム工学特別研究 I 。機械システム工学特別研究 E

5. コミュニケーシ 0機械システム工学特別セミナー I 0機械シスァム工学特別セミナーE

ョン能力 0特別学外研修 :0長期イントンシツ7・

:0材料力学特論

*教育目標に主体的に関与する場合を。印で、付随的に関与する場合をO印で示す。
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6.講座案内

骸計システム工学講座

本講座は、機械システム工学のうち機械要素設計・加工学・材料強度学・工学材料・機械振動・

機械システムの制御に関する領域を取り上げ、教育・研究を行っている。主に研究題目は次の通

りである。

1.ロボットの運動制御に関する研究

2.構造物の損傷評価法に関する研究

3.生体力学に関する研究

4.新素材の力学的特性に関する研究

5 高速塑性加工法に関する基礎研究

6.非線形振動系の解析手法に関する研究

7目画像処理による各種工業計測に関する研究

8.構造及び材料の熱弾塑性挙動の解明に関する研究

9.精密・微細加工に関する研究

lエネルギーシステム工学講座|

エネルギー資源を有効利用するために、熱、水、空気などの流れを解析し、エネルギー問題と

環境問題を解決する。

主な研究題目は次の通りである。

1.エンジンにおける乱流燃焼機構、乱流燃焼速度に関する研究

2.エンジンにおける熱伝達に関する研究

3. ビームダウン式太陽集光装置に関する研究

4.宇宙機用小型ロケットエンジン(スラスタ)に関する研究
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6.機械システム工学専攻科目区分及び学年配当

0印は必修単位数を示す

科分区目

開講時期・単位数 担当教員

授業科目 1年次 2年次 備考

前 前
職名 氏名

後 後

材料力学特論 2 教授河村隆介

機械力学特論 2 教授阿部 匡

設計
機械振動学特論 2 准教授盆子原康博

シ
ス 設計システム特論 2 教授郵 鋼
ア
ム
工 機械加工学特論 2 准教授大西 修
ρ寸id=与・

計測制御システム 2 教授川末紀功仁

ロボット工学特論 2 准教授李 根治

シエ
熱力学特論 2 准教授長瀬慶紀スネ

テル
ムギ
工 |
主ヴ主4ーL 推進工学特論 2 准教授各務 聡

生体医療工学特論 2 医学部教員

特別学外研修 1 各 教 員

長期インターンシップ 2 各 教 員

共
機械システム工学特別セミナー I ① 各 教 員通

機械システム工学特別セミナーE ① 各 教 員

機械システム工学特別研究 I ④ 各 教 員

機械システム工学特別研究E ⑥ 各 教 員

技術経営とインチャーt'シキネス論 2 非常勤講師
修了要

MOT 件に 2

関連
知的財産管理と技術者倫理 2 非常勤講師 単イ立ま l

で認め

MOT and Venture Business 2 非常勤講師
る

計 ⑤ 29 ⑦ 

注) 科目によっては都合により開講されないことがあります。
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< Special Program (SP)> 

Following subjects are opened for Special Prograrn students. 

Required 

Course Title or Credit Instructor 

Selective 

Advanced Research 1 on Mechanical 
Requi問 d 4 Supervisors 

Systems Engineering 

Advanced Research II on Mechanical 
Required 6 Supervisors 

Systems Engineering 

Advanced Lecture on Design and Machining 
Selective 2 

Professor G. Deng 

Technology Associate Professor O. Ohnishi 

Professor T. Okabe 
Advanced Lecture on Dynamics of 

Selective 2 Associate Professor 
Machinery 

Y. Bonkobara 

Advanced Lecture onMeasurement and 
Selective 2 

Professor K. Kawasue 
Control Associate Professor G. Lee 

Advanced Course on Fluid Dynamics and 
Selective 2 

Associate Professor A. Kakami 
τnermodynamics Associate Professor Y. Nagase 

Advanced Lecture on Mech田llCS組 d
Professor R. Kawamura 

Properties of Engineering Materials 
Selective 2 Assistant Professor 

H. Kinoshita 

Research Skills Selective 2 
Professor C. Deguchi and 

両国制悶。a『国a 
Other Professors 

Ethics Selective 2 
Professor C. Deguchi and 

υ ロ。E E 。
Other Professors 

MOT and Venture Business Selective 2 Part-Tirne Lecturer 

Subjects Opened in the Other Course or 10 

Graduate School maxlmum 

Total 36 
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7.授業内容

匿亙亙霊面倒vancedS甘engthof Materials) 2単位

機械や構造物の設計に必要な弾性理論に基づく解析手法や計算機シミュレーションの手法の理

論とそれらの応用について講述する。

匝亙亙画 (AdvancedDynamics of抽 chinery)2単位

機械・構造物に対する代表的振動解析手法であるモード解析法や伝達マトリクス法などについ

て、その基礎理論と応用技術について講述するとともに、弾性体の振動、振動制御技術、非線形

振動現象についても講述する。

機械振動学特謝 (Advan田 dMechanical Vibrations) 2単位

多自由度振動系に対する数値計算法、非線形振動系に対する数値計算法および安定判別法、お

よび自励振動現象の特徴と対策法などについて講述する。

|設計システム特論|仏dvan田 dLecture on 0矧伊 Syste澗 s)2単位

新しい機械システムの発明のための思考プロセス、発明問題解決の基本的手法及びそれらの基

礎となる知識パースなどについて講述し、また、現代の機械設計・開発に必要なCAEの技術につ

いても紹介する。

械械加工学特謝。1achining Proc田 S田) 2単位

工作機械の駆動機構、工作機械の構造と構成要素、工作機械の制御、各種工作機械、各種加工

法などのテーマについて学習する。

匡孟主雪面 σ叩 lsi叩 Theory) 2単位

学部までの流体工学の知識を基にして、ロケットエンジンやジェットエンジンなどの航空宇宙

の推進システムに関する授業を行う。内容は、ノズル理論から宇宙機搭載用の小型ロケット推進

機の各論まで取り扱う。

情十測制御システムI(Me酪 urementand Con加 1System) 2単位

自動制御システムにおける計測と制御の関連性、 CCDを含めた制御用計測器、信号処理、計

測結果に基づいた制御手法、コンピュータインターフェース技術について、理論的、実践的側面

から詳細に講述する。

|ロボット工学特論I(Adv叩 cedRobotics) 2単位

運動学と動力学に基づく、ロボットの動作制御問題に取り組むための知識と手法について講述

する。また、現在の国内外のロボティクスに関する研究情報を収集し、ロボット技術のトレンド

を把握し、視野を広げることを目標とする。

匝差雪面 (Adv阻 cedCourse0汀hermodynami田) 2単イ立

熱移動の具体的な計測・解析方法を講述し、熱力学の知識を深める。さらに、熱移動の数学的

な解析方法についても講述する。
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|生体医療工学特論|のiomech阻 i白血dMedical Engineering) 2単位

整形外科学における生体工学あるいは人工臓器の開発など工学に関連した医療領域における基

礎知識を概説する。

回童 画但xtemalStud山単位

民間企業や官公庁など学外の機関において研修を行うことにより、機械システム工学に関連し

た高度な知識・技術に触れながら実務能力を高める。

l長期インターンシッ苅 (Long-term Intemship) 2単位

長い期間 (90時間以上)にわたり実際の生産現場における設計や試作等を通し、その組織の一員

として責任を持って計画・行動する態度および社会的責任感・倫理観を養う。さらに、企業等の

ニーズに基づく新たな技術の積極的な修得をとおして、設定された課題や問題の解決に取り組む。

l機械システム工学特別セミナー II

(Advanced Seminar on Mechanical Systems Enginee巾 gη 1単位

修士論文として与えられたテーマについての従来研究の調査、研究の位置づけなどについて学

ぶ。さらに、関連する基礎的な研究論文の講読などを行う。

l機械システム工学特別セミナ-III

(Advanced Seminar on Mechani出alSystems Engineering 11) 1単位

修士論文に関連した高度な論文の講読、修士論文に関連した調査・実験・計算結果について学

生の判断能力を育成する。

|機語以テム2糊慨II

(Advanced Research on Mechanical Systems Engineering 1) 4単位

修士論文に関連した論文の調査、実験装置の製作、解析プログラムの開発、研究の基本に関す

る指導及び研究を行う。

糊校二次テム主判朝IJjiJ院副

(Advanced Re田町chon Mechanical Systems Engineering 11) 6単位

修士論文における具体的な実験・計算の実施とその解析を行い、修士論文としてまとめさせる。

|技術経営とベンチャービジネス論il (Management ofTechnology and Venture Businesses) 2単位

産業経済活動のグローパル化の中で、工学・技術分野の大学院教育では、従来の工学専門教育

にとどまらず、技術経営やベンチャービジネス等に関する学習を進めることは急務とされている。

本講義では、科学技術と社会経済システムに関するセンスを磨き、起業家スピリットを持ち、地

域経済や社会に貢献できる人材を養成することを目的とする。これらの講義を通じて、技術者に

求められるリーダーシップの重要性を理解し、積極性・主体性・責任感等を溜養する。

|知的財産管理と技術者倫理1 (InteUectual Property Management叩 dEngi田町、M町出) 2単位

知的財産権(特許)について、初歩的な知識から流通に至る応用までを詳述する。さらに、技

術者としてのモラルについても講義する。
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MOT and Venture Busines~ 2単位

This course expl町田 theb似 sof Manageme泊tof Technology (MOηand Venjure business. It introduces 

conceptual合ameworksbased on cutting-edge studi明 in∞rporate s廿a旬gyand org阻 ization.The students 

wi1l gain an in-depth understanding of howωdevelop stra旬以田 formanaging technologies in th町 firms

andhow ωapplymanag町凶 ski1lssuch田 portfolioinvestment and quality control through c田 estudies and 

group discussion. 

本コースは技術経営とベンチャービジネスの学習を基本とするものである。経営戦略と企業組

織の先端的研究成果を紹介しながら、技術経営に関ナる戦略の立案ばかりでなく、グループディ

スカッションやケーススタディを通じて投資のポートフォリオ理論や品質管理など、経営技法の

教育を英語で行う。

Following subjects are opened for SpeciaI Program students. 

dvanced Research I on Mechanical Systems Engineering 1 . Requi田 dSu~日目t (4 credits) 

This is五orthe researches of mechanicalengineeringおrcompleting m田 terthesis under superviso四.This

aims to develop theおllowingabilitie哩;1) understanding professional articles and academic pap町民 2)

researching and solving social issues， and 3) communication ski1ls. 

dvanced Research 11 on Mechanical Systems Engineeringl Required Su町田t(6 credits) 

This isおrthe researches of mechanicalengineering for completing m田terthesis under supervisors. This 

aims to develop the following abilities; 1) researching and solving social issues， 2) communication ski1ls， 
佃 d3)∞mpleting the m出旬rthesis. 

dvanced Lecture on Design and Machining Technology 1 Sel田 tiveSu切出tοcredits)

This lecture wi1l refer to the general and advanced machining technologies， strength evaluation method for 

machine struc旬間叩deleme制s，and the application of finite element analysis so宜wareto machine design. 

dvanced Lecture on D卯 amicsof Machinery 1 Selective Subj田 t(2 credits) 

This course lectures on theories and practical methods ωanalyze the dynamics of mechanical sys旬ms，

especially mechanical vibrations. We provide some topi白 such出 vibrationanalysis， vibration control， selι 
excited vibration and non-linear vibration， etc 

dvanced Lectu陪 onMeasurement and Contr刀|1Selective Subject (2 c閃 dits)

This course 1田 tureson theories and practical me廿lOdsto control the mechanical systems using a 

computer vision. We provide some topics such as measurement， control， robotics etc. Student wi1l select 
some options with considering his pre-knowledge叩 dint町田ts.

dvanced Course on Fluid Dynamiωand Thermody悶 mlC51 Selective Su吋ect(2αedits) 

Former part ofthe lecture deals with the thermodynamic process ofideal g田， the thermodynamic state 

change of wat町 vap町田dthe gas cycle of heat engine. The latter p訂tpresen臼compressible自ow

dynamics of ideal g田.

勾
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dvanced Lecture on Mechanic5 and Propertie5 of Engineering Material 

Selective Subjectοcredits) 

This course出viewsmechanics of materials to investigate strength， rigidiザands阻bilityof s舶はC旬 ral

members in machines and strucωres. In addition， this co町 selectures properties of engineering materials， 
especially metallurgical properties on steels and aluminum alloys 

lR脚a附 Skill~ Selective Su~炉t (2悶 :di臼)

This course provides the skills for logical thinking， setting engineering research topics，∞'nducting 

literature searches， data analys四 methods，construction of rese町'ch合町nework，academic writing and 

presentation 

画 Sel削 iveSubj州 2crediお)

This c叩 rseprovides the knowledge as engineer and re田町cheron the roles of eぬicsand science， 

independence as an engineer， responsibility for safety and environment， lesson learned from Tol母imura

nuclear accident， Space Shuttle Columbia disaster and so on. 

|MOT and Ventu陀 BU5ine551 S出 tiveSubj田 t(2 credi胞)
，_ 

This course e叩 loresthe basis ofManagement ofTechnology (MOT)血 dVenture bus司ness.It introduces 

concepωal frameworks based on cu口ing-edgestudies in ∞rpora旬 S甘ategyand org阻 ization.The students 

will gain叩 in-depthunderstanding of howωdevelop strategies for managing technologies加theirfirms 

andhow ωapply managerial skills such田 portfolioinves1ment and quality control through c出 es制di白血d

group discussion 
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羽情報システム工学専攻

1.教育目標

近年の情報化社会の急激な発展は、情報、通信、電気・電子技術の発展に負うところが極めて

大きく、この方面のさらなる発展を支えるには、情報工学の専門技術者の深化とともに、これら

の分野にまたがった境界領域での融合的な研究の推進が必要である。

情報システム工学専攻では、「情報工学分野の専門知識と応用力を兼ね備えた専門技術者の養成

を行う」との学部での教育理念を継承・発展させ、当該分野でのより高度な知識と実践カを備え

た専門技術者の養成を行う。またそれと同時に、電子システムなどとの融合分野を通して新しい

学問領域を作り、具体的教育研究を行うことにより、学際的融合分野に特有な総合的知識と実践

能力をも有するような、視野の広い専門技術者を養成する。

このため、本専攻では、教育目標として以下の項目を定めている。

(吟情報システム工学の先進的基盤技術を着実に習得するとともに、実システムに活用でき

る応用能力を身につけること。

(b) 情報システム工学の専門分野を基盤としつつ、融合分野の知識をも兼ね備えた、総合的

な能力を身につけること。

(c) 問題解決能力及び応用力を身につけ、教員との議論を通じて自らの発想を具現化し、研

究を自発的に遂行する能力を養うこと。

(d) 自分の考えや研究成果を他者に伝達し、情報発信できること。

2.ディプロマポリシー

情報システム工学専攻では、大学院所定の単位数を修得し、且つ、修士論文審査と最終試験に

おいて、学術研究の取組状況と研究成果から、下記の高度専門技術者としての能力を身につけた

ことが確認された合格者に対して修士課程を修了認めると同時に、修士(工学)の学位を与える。

(1)情報工学、計算機科学、システム工学に関する高度な専門知識と実践的な応用能力

(2)世界に目を向けて自ら課題を探求するとともに、その解決方法を主体的に考えることが

できる能力

3.カリキュラムポリシー

情報システム工学専攻では、その教育理念に基づき、情報工学分野の高度な専門知識と応用力、

実践カを備えた専門技術者を養成するため、以下の方針に基づいてカリキュラムを編成し、教育

を実施します。

[教育課程の編成の方針]

(1)情報工学、計算機科学、システム工学に関する高度な専門知識を学ぶための科目を設置

します。

(2) グローバルな視点から工学技術を社会に役立てる方法・知識を学ぶための科目を設置し

ます。

(3) 自ら探求した課題を主体的に解決し、新たな価値の創造へつなげていく能力を育成する

科目を設置します。

(4)情報工学の応用分野の広がりに対応するため、他専攻、他大学院の科目を受講できるよ

うにします。

65 



[実施の方針]

(5)各授業科目について、シラパスで到達目標、授業計画、成績評価基準、成績評価方法を

明確にし、周知します。

(6)主体的に考えるカを育成するために、アクティブラーニング(双方向型授業、グ、ループ

ワーク、発表など)を積極的に取り入れた授業形態、指導方法をとります。

(7)成績評価基準、成績評価方法に基づき厳格な評価を行います。

(8)履修モデルを示し、受講科目の選択を指導します。

(9)研究指導計画書を作成し、計画的な研究指導を行います。

4 履修モデル

[情報基礎科学]

情報基礎科学および情報処理システムの深化や発展を目指し、オートマトン・言語理論・計算

論やディジタノレ幾何学等の基礎情報科学、並列処理による高速化手法、コンビュータグラフィッ

クスや函像処理などの画像応用、天文画像などを対象とした大量データの効率的情報処理技術な

どについて教育研究を行う。

データ解析特論、数値解析特論、コンピュータビジョン特論、オートマトン・言語理論・計算

論特論、情報処理機構特論、神経団路網特論、生体情報工学特論、ソフトウェア工学特論、数理

計画法特論、情報工学特別研究第 1、情報工学特別研究第2 など

[応用情報システム]

生産情報システム及びネットワークシステムなどの高度な情報技術の応用システムの実現を目

指し、最適化を中心とする数理モデル、高品質なソフトウェア開発のための方法論、生産システ

ムの高度情報化/ネットワーク化/知能化に必要な最新の情報処理技術とシステム工学的手法の

教育研究を行う。

情報ネットワーク特論、ネットワーク運用とその応用技術特論、ソフトウェア工学特論、数理

計画法特論、知識情報処理特論、コンピュータビジョン特論、ロボット・ハンドリング、自律移

動システム、数値解析特論、知能情報処理回路、情報工学特別研究第 1、情報工学特別研究第2

など

【総合情報システム]

情報技術と電子技術の融合による新たな知能システムの実現を目指し、脳や視覚の情報処理、

画像処理や非線形力学系、自律エージェント、ロボット工学など、高度な知的情報処理や知能ロ

ボットの実現に関わる教育研究を行う。

ロボット・ハンドリング、自律移動システム、神経団路網特論、生体情報工学特論、知能情報

処理回路、データ解析特論、情報工学特別研究第 1、情報工学特別研究第2 など
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教育目標と科目の対応表

教育目標

科 目 (a) (b) (c) (d) 

数値解析特論 。
情報ネットワーク特論 。
情報処理機構特論 。
コンピュータビジョン特論 。
ソフトウェア工学特論 。
オートマトン・言語理論・計算論特論 。
データ解析特論 。
ネットワーク運用とその応用技術特論 。
数理計画法特論 。
知識情報処理特論 。
神経回路網特論 。
自律移動システム 。
ロボット・ハンドリング 。
知能情報処理回路 。
生体情報工学特論 。
技術経営とベンチャービジネス論

知的財産管理と技術者倫理

MOT and Venture Business 

情報工学特別研究第l 。 。
情報工学特別研究第2 。 。
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3.情報システム工学専攻科目区分及び学年配当 0印は必修単位数を示す

科 開講時期・単位数 担当教員
目

授業科目 1年次 2年次 備考
区 職名 氏名
分 前 後 前 後

データ解析特論 2 教授廿日出勇

数値解析特論 2 教授古谷博史

情報処理機構特論 2 教授山森一人

コンピュータビジョン特論 2 教授椋木雅之

オートマトン・田語理論・計算
2 准教授坂本異人

論特論

情報ネットワーク特論 2 教授岡崎直宣

応用情報
ネットワーク運用とその応用

2 
准教授

技術特論 久保田真一郎

ソフトウェア工学特論 2 准教授片山徹郎シ
ス
ア 数理計画法特論 2 准教授池田 諭
ム

知識情報処理特論 2 助教山場久昭

ロボ、ツト・ハンドリング 2 教授佐藤 治

総i情報口k 自律移動システム 2 准教授横道政裕

神経回路網特論 2 准教授伊達 章
シ
ス 生体情報工学特論 2 准教授青木謙二
フー

ム 電気電子

知能情報処理回路 2 教授淡野公一 工学専攻

開設

学外特別実習 l 各指導教員

長期インターンシップ 2 各指導教員

共
情報工学特論 2 (注 1) 非常勤講師

通

情報工学特別研究第1 ④ 各指導教員

情報工学特別研究第2 ⑥ 各指導教員

技術経営とベンチャーピジネ
2 非常勤講師

MOT ス論 修了要件

関
に 2単位

知的財産管理と技術者倫理 2 非常勤講師 まで認め
連 る

MOT and Venture Business 2 非常勤講師

言十 ④ 39 ⑥ 

注 1)都合により閲読されない場合があります。
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(Double Degree Program (DDP)and 8pecial Program (8町〉
Required 

Course Title or Credit Instructor 
Selective 

Credits which can be accredited 10 

Advanced Research 1 on Computer 
Required 4 Supervisors 

Science and Systems Engineering 

Advanced Research n on Computer 
Required 6 Supervisors 

Science and Systems Engineering 

Advanced Lecture on Numerical 
Selective 2 Professor H. Furutani 

Analysis 

Advanced Lecture on Information 
Selective 2 Professor K. Yamamori 

Proc田smg

Advanced Lecture on Network 
Associate Professor 

Operation and Advanced Selective 2 
S. Kubota 

Technology 

Advanced Lecture on Softw町宮

Selective 2 
Associate Professor 

Engineering T. Katayama 

MOT and Venture Business Selective 2 Part-time Lecturer 

百E DDPTotal 30 

In仕oductionto Computer Science 
d唱 Selective 2 All related staffs 

ロt
and Systems Engineering* 

Advanced Lecture on Data 
Selective 2 Professor L Hatsukade Analysis. 

Advanced Lecture on Automata 
Associate Professor 

凸~ 
Theoη" Languages and Selective 2 
Computation事

M. Sakamoto 

Advanced Lec印reon Information 

，凸a Cロ。) Network本
Selective 2 Professor N. Okazaki 

Advanced Lecture on Computer 
Selective 2 Professor M. Mukunoki 

Vision 

-eh z 日be 4 ab 

AdvancedL印刷eon Mathematical 
Selective 2 

Associate Professor 
Programming* S.Ikeda 

Advanced Lecture on Information 
Selective 2 

Assistant Professor 
Processing for Intelligent Systems* H.Yamaba 

主 Robotics for Material Handling* Selective 2 Professor O. Sato 

Intelligent Mobile Systems. Selective 2 
Associate Professor 

M. Yokomichi 

Advanced Lecture on N eural 
Selective 2 

Associate Professor 
Networks* A. Date 

Research Skills * Selective 2 
Professor C. Deguchi and 

Other Professors 

Ethics* Selective 2 
Professor C. De忽Ichiand 

Other Professors 

Subjects Opened in the Other 10 

Course or Graduate School* maxlmum 

SPTotal 54 

* These subjects町 eopened exclusively for SP. 
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4.授業内容

|データ解析特論I(Advanced L田加古 onDa抱 Analysis) 2単位

観察や実験で得られたデータを解析する手法について講義を行う。誤差解析、統計解析、線形

及び非線形の最小二乗法、舌L数生成とモンテカルロ法について、これらの理論を解説するととも

に、実データを用いた演習を行ない、応用カも養成する。

画童画 (AdvancedL叫田川J f f iericalAnalysis) 2単位

微分方程式との相違に留意しつつ、差分方程式の解の振る舞いについて講述する。また、進

化計算を対象に差分方程式を用いた進化過程の解析の実例を示す。

1情報処理機構特論I(Advanc吋 Lec阿国 onInformation Processing) 2単位

現代計算機の理解に不可欠な階層化メモリ、キャッシュ制御、演算ノ号イプラインといった高

速化技術に加え、ベクトル計算機やマルチプロセッサシステム、 MCMなどの高性能計算機アーキ

テクチャについて講義するo

|コンビュー告ビジョン特論I(Advanced Lec旬開 onComputer Vision) 2単位

両日良立体視、画像列からの 3次元形状復元、陰影情報からの 3次元形状復元といったコンピュ

ータビジョンの各種手法を紹介する。さらに、これらの手法を実際にプログラミング言語で実装

する実習を通じて、それらの動作原理や長所短所について理解を深める。

|オートマトン・言語理論・計算論特謝

(Advanced Lec旬開 onAutomata Th閃 ry、Languages、and Computation) 2単位

オートマトン・言語理論・計算論に焦点を当てて、計算のメカニズムや計算の複雑さに関する

基本的な概念について学ぶ。また、理論計算機科学の最先端の話題にも触れる。

|情報ネットワーク特論I(Advan叫 Lecωreon 1曲 rmationNe同州 2単位

次世代情報ネットワークの構築に向けた、ネットワークの高機能化に関する技術について講義

する。モーパイルネットワーク、ネットワークセキュリティ、 IPマルチキャスト、ネットワーク

管理など。

|ネットワーク運用とその応用技術特論|

(Advanced Lecture on Network Operation andAdvanced Technology) 2単位

演習を通してネットワーク運用の技術を習得し、最新の事例を含むネ‘ットワーク運用技術につ

いて学修する。 E ネットワーク、 IPサービス、 IPネットワークの運用について主に取り上げる。

|ソフトウエア工学特論I(Advanced Lecture on Software Engineering) 2単イ立

ソフトウェアの開発時に生じうる諸問題を提示し、現在のソフトウェア工学が抱えている解

決すべき課題と現在の研究での取り組みとについて講義する。ソフトウェアの開発プロセスや、

設計手法、品質と信頼性の向上について主に取り上げる。

国技理計画法特論1 仏dv回目dLecture on Mathematical ProgranJffiing) 2単位

最適化を中心とする数理モデルの作り方とその解法について取り上げる。問題を解決するため

の指針とアルゴリズムについて実例問題に即して解説する。
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|知識情報処理特論I(Advan心edL田 tureon Information Processing for Intelligent Sys句rns) 2単位

非数値情報である知識を計算機上で取り扱うために必要な知識情報処理について、状態空間表

現に基づく探索と記号論理学を講義するとともに、 Lipsや Prologを用いた実現方法を学ぶ。

|ロボット・ハンドリン引 (Roboticsfor Material Handling) 2単位

工場内で部品の移動に用いられている 2軸及び3軸のロボットアームをとりあげ、手先位置か

らジョイントの変位を求める逆運動学並びに障害物回避を考慮したアームの軌道計画に関する数

値計算の方法について講述する。

|自律移動システムI(Intelligent Mobile Systerns) 2単位

本講義では外界からの情報をセンサにより受け取り、エフェクタによって動作する知的エー

ジェントの種類、評価、及び設計法について概観する。特にカメラや赤外線センサなどをセン

サとして備え、モータや車輪などをエフェクタとして実環境を移動する自律移動ロボットの設

計において必要となる諸技術の習得を図る。

榊経団路網特論I(Advanced Lec旬開 onN euraI N etworks) 2単位

学習・記憶などの機能をもっ神経団路網モデルについて講義する。また、脳科学の最先端の話

題についても解説する。

|生体情報工学特論I(Advanced Lecture on Biological Information Engineering) 2単位

生体情報処理システムにおける、視覚や聴覚、唆覚、味覚などの生体神経系の情報処理メカニ

ズムや、その仕組みを知るための実験的手法、工学的手法について解説し、その応用について講

義する。

|知能情報処理回路j(Intellige呪tInおrmationProcessing Cir 叩 its) 2単位

人間の脳に類似の情報処理を行う集積回路の設計の基礎について講義する。特に、アナログ

信号に基づいた信号処理方式並びに回路設計技術について講義する。

厘亙霊園(ExtemaI恥rci田) 1単位

1~4週間、企業、学外研究機関、地方自治体などで研修し、研修成果をレポートとして提出

する。履修の際は、学生教育研究賠償責任保険への加入を義務付ける。

|長期インターンシッ苅(Long-termIntemship) 2単位

一般のインターンシップよりも長い期間(合計従事時聞が 90時間以上)にわたって、企業、学

外研究機関、地方自治体などで研修し、研修成果をレポートとして提出する。履修の際は、学生

教育研究賠償責任保険への加入を義務付ける。

匝 E雪面制vancedLecture on Compu…印刷SysternsEngin田 ring) 2単位

情報工学に関する最先端の話題、たとえば、仮想現実、並列コンピューティング、自然言

語処理、統計的学習理論、情報経済学などについて、学外の専門家を講師に招き講義する。
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情報工学特別研究第 11 侭田e町chon Computer Science and Systems Engineering 1) 4単位

各指導教員の下で、 1年次のはじめに特定の研究テーマ及び計画を設定し、それに沿った研究

を実施する。

l情報工学特別研究第21侭.esearchon Computer Science and Systems Engineering 11) 6単位

情報工学特別研究第 1で実施した研究成果を踏まえ、さらに進んだ研究テーマ及び計画

を設定し、それに沿った研究を実施する。 2年次後半には、研究結果を修士論文としてまと

めるD

|技術経営とベンチャービジネス論I(M佃ageme制 ofTechnology and Venture B山 inesses) 2単位

産業経済活動のグローバル化の中で、工学・技術分野の大学院教育では、従来の工学専門教育
にとどまらず、技術経営やベンチャービジネス等に関する学習を進めることは急務とされている。

本講義では、科学技術と社会経済システムに関するセンスを磨き、起業家スピリットを持ち、地

域経済や社会に貢献できる人材を養成することを目的とする。これらの講義を通じて、技術者に

求められるリーダーシップの重要性を理解し、積極性・主体性・責任感等を猶養する。

|知的財産管理と技術者倫理割 (In旬llectualProperty Management and Engineer's Morals) 2単位

知的財産権(特許)について、初歩的な知識から流通に至る応用までを詳述する。さらに、技

術者としてのモラルについても講義する。

MOT and Ventur官 Business1 2単位

This course 四 ploresthe basis of Manageme泊tof Technology (MOT)四 dVenture business. It introd山田

concep知al企ameworksbased on cu仕ing-edgestudies in co叩ora旬 S廿a旬gyand 0屯anization.The students 

will gain an in四 depthunderstanding of h崎明 todevelop strategies for managing technologies in their frrms 

andhow ωapply managerial skills such as po此folioinvestrne坦tand quality∞ntrol thr百ughcase studies and 

group discussion. 

本コースは技術経営とベンチャービジネスの学習を基本とするものである。経営戦略と企業組

織の先端的研究成果を紹介しながら、技術経営に関する戦略の立案ばかりでなく、グループディ

スカッションやケーススタディを通じて投資のポートフォリオ理論や品質管理など、経営技法の

教育を英語で行う。

Following subjects are opened for the students of Double Degree Program and Special 

Program for Foreign Students. 

dvanced Research 1 on Computer Science and Systems Engineering 

Required subject (4 credits) 

This isおrthe researches of Computer Science and Systems Engineering for completing Master Thesis 

under superviso四.This aims to develop the following abilities; 1) understanding professional町 ticlesand 

academic papers， 2) researching and problem solving， and 3) communication skills. 

，dvanced Research 11 on Computer Science and Systems Engineering 

Required subject (6 credits) 

This is for the researches of Computer Science and Systems Engineering for completing Master Thesis 

under supervisors. This aims to develop the following abilities; 1) understanding professional articles and 

academic papers， 2) re田 町chingand problem solving， and 3) communication skills. 
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dvanced Lecture on Numerical Analysis I Selective Subject (2 credits) 

This∞urse 1旧ctu問 son compu旬r町 ithmetic，solutions ofnon-linear equations， solution ofa set oflinear 
equations， inteηolation and numerical integration 

dvanced Lectu陪 onInformation ProcessingI Selective Subject (2 cr官dits)

This course introduces to四 centinおrmationprocessing旬chnologiesfrom耐 viewof processor 

architecture. Particularly， it focuses on cache memory system and pipeline訂'chi旬ctureon microprocessors. 

In addition， this cou四ewill survey田centhigh perform叩 cep訂allelcomput町 architectures，and it gives 

experi由ncein use of distributed memゅrγザpeparallel computer. 

dvanced Lecture on Network Ope岨 tionand Advanced Technology 

Sel田 !iveSubject (2 credits) 

Students will learn阻 d田 quireoperation technologi田おrthe network through practical trainings. This 

co皿sefo叩 seson the IP ne回 目k，IP services， IP network operations. 

dvanced Lecture on Software Engineering I Selective Subject (2α吋i臼)

This course will describe some problems which possibly oc叩 rin so宜waredevelopment and issues which 

the pr田 entso丑wareengineering holds. Mainly topi田町eso貴wareprocess， d旧sign，testing，叩dimpぬvement

of quality or reliability of sofuI/are. 

|IMOTand Ve町飢削州叩n川山刷1吐山山削II加u凶u凶附削』応刷馴s創釦lげ『附，~ S仇出蜘lecω討刊s釦u句 刷ο 悶 d耐i抗tお同s) 

This course 回:ploresthe basis of Management ofτechnology (MOT)佃 dVenture business目Itintroduces 

concep知alframe畑 orksbased on叩性ing-edgestudies in corpora旬 S廿ategyand 0屯anization.The students 

will gain an in-depth叩 derstandingof how to develop 鋭的gies伽 managingtechnologies in their firms 

andhow ωapply m阻 agerialskills such田 po討folioinves加lent叩 dquality co岨.trolthrough c田estudies and 

group discussion. 

合 Folloingsubjects are opend exclusively for Special Program for Foreign Students. 

附od山u附」応胤ct凶伽tio∞n川山もtoCom叩叩p仰ut同 cienceand Sy狩阿附s剖拠t恰B即 町凶1唱瑚g引glr汀『悶rI町阿『

This c∞ou町rs田egives lectures on 白伽nda町me碍len町叩nt叫瑚耐t旬凶a叫砧Is0ぱfinfiおormτ官租na凶.tions凶cie阻nc印偽e民， c∞omp卯ut附e町rs副cie叩nce，computer 

engineering and systems engineering. In addition， this course introduc田 someadvanced問searchtopics about 

computer science and systems engineering. 

仏附ωa附 d凶d帥口onDa泊 A叫由 I S仇e出le恥刷e目削叫ctiv刊喝d山SI釦u岬1均b

This c∞ou凶eprov叫id白es白et旬ech知1立mq引ue田s0ぱfd伽.at句areduction and e町刀官ranalysis fおorlow-s計ta副tis凶tic白sexperimental 

d箆剖ta何;mo問 s叩pe副cifi批山悶a叫11砂y，1) the concepぉof error analysis and probability distribution， 2) Monte Carlo methods 
for simulating experimental data， 3) the maximum-likelihood method and the least-squares fit to a linear and 

a nonlinear伽 lction

dvanced Lec削除 onAutomata Theory， Languages and Computation 

Selective Subject (2 credits) 

Th印刷icalcomp旧旬rscience had its beginnings in a numb町 ofdiverse fields: mathematicians working 

on the foundations oflogic， biologists s制dyingmodels for ne町。nnets， linguists investigating grammぽsfor 
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naturallanguages， and electrical engineers developing switching世leoryas a tool to hardware design. Out of 

these studies c剖nemodels that町 ecentral to theoretical computer science. This course deals with theoretical 

computer science， especially automata theory， languages， and computation from not only a very fundarnental 

viewpoint， but also an application-oriented viewpoint. Lectures will be given in English 

dvanωd Lecture on I nformation Network I Selective Su肖ectοcr吋 iぉ)

This course will give lectures on computer network and some related advanced technologies including 

mobile ad-hoc network， sensor network and network security. 

dvanced Lecture on Mathematical ProgrammingI Selective Subject (2 cr吋 its)

This course will be an introduction to operations research with an emph田 ison efficient techniques for the 

solution of combin尻町ialoptimization目

トdvanced凶C削除 onComp蜘 VisionI Selective Su切回t(2 credits) 

We introduce several me世lods，such出 stereovision， structure昔。mmotion and shape from shading， which 
recovery the 3D shape of an object from plural images. Students will get a better understanding on principle 

and s甘engths・and-we汰即回目 ofthemethods.through the exercises to impleme四tthem on compu旬間.

dvanced Lectu陪 onInformation Processing for Intelligent SystemsI Selective Su同ect(2 cr吋i臼)

This cou四eprovides the infonnation proces由 gtechniques to represent and manipulate knowledge on 

computers. Several search algori白msin state space search and mathematical logic町宮 lecturedtogether 

W1血 progr町nmingexercises on thesu吋ectsu回目gLisp and Prolog Language. 

|附R向βb刷oti悶cωs耐 Ma鵡も除防刷e釘剖帥州r付巾制i陥凶a剖|トH陶4均an州1刈叫dl蜘li同n附gI S制d出批e削c

“"M似a瓜t伽刷町eria剖.1ha叩n吋d刷lin喝1沼g"makes us田e。ぱft也heroboωt's c悶a叩Pめ耐i日山l日i~ザytωo 甘阻s叩po倒此 o~吋decωt岱s. By fitting the robot with 阻
appropriat沼 田ld-effector(for exarnple， gripper)， the robot c阻 gr田 pthe object白atneeds to be moved. Th目

lecture deals with a問 verseanalysis of robotィnanip旧lator.And， a v町民tyof numerical ex田nples町 egiven in 

this lecture. It is advantag問問 forstudents ωhave出回目 tocomputer graphic facilities so they can叩 im剖e

manipulators and display their results. 

lnte川gentMobile SystemsI Sel削刊Su同制。ω d祉の

The application areasおrm岬bilerobots have been spreading widely， for e耳目nple，仕omhome entertainment 

robots ωplanetary rovers. In order to achieve the safe navigationおr出 tonomousmobile robots， they sh叩 lld

be able ωperceive the state of environm回 tand to decide safe movement by themselves. In this co旧rse，some 
fundarnental technologies such as reinforce叩 entlearning， Bayes filtering， and obstacle師団dance町e

lntroduced. Furtheπnore， some of them町eexarnined by ∞mputer simulations. 

い伽ncedLecture on Neu悶 INetwo附 ISel田 tiveSu対側(2credits) 

This is a topics course， covering a selection of mathematical models in the computational neural sciences 

Topics willlikely include: models of processes involved in perception， memory， neural self-organization， the 
representation of infOlτnation and knowledge in the brain. 
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he鈎 archSkills，1 S批 tiveSubj叫 (2credits) 

This co町 田 providesthe skills for logical thinking， setting engineering research topics， conducting 
literature searches， data analysis methods，∞ns廿uctionof rese町'ch企amework，academic writing and 

p問 sentat旧n.

函 SelectiveSubject (2 credi臼)

This course pro即idesthe knowledge田 engineer叩 d問 searcheron the roles of ethics and science， 

independenc沼田叩 engineer，respon日bilityfor safeてyand environment， lesson learned from Tokaimura 
nuclear accident， Space Shuttle Columbia disaster and so on. 
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